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はじめに 

 

成࠯  ࠰17 8உ 1日にο代市Ŵ坂本村Ŵ千ɠ町Ŵ鏡町Ŵ東陽村Ŵ泉村Ʒ 1市 2町

3村Ʒ合併にǑǓŴ人口 14万人Ŵ面積 方キロメȸȈルƷ新žο代市ſƕ誕࠯681

生ƠまƠƨŵ 

 ƜƷ市町村合併にƭいƯƸŴ少子高齢化Ʒ進展に伴う人口構造Ʒ変化Ŵ地域住民Ʒ

日常生活圏Ʒ広ƕǓŴ地方分権にǑǔ市町村Ʒ役割Ʒ拡大や景気˯迷にǑǔ財源不足

ƳƲŴ市町村Ǜ取Ǔ巻Ƙ環境ƕ大ƖƘ変化ƠƯいƘ中Ŵ社会環境Ʒ変化や多様化Ƣǔ

行政ニȸズへƷ対応Ŵ行財政運営Ʒ効率化と基盤強化Ŵ広域的観点ƔǒƷまƪƮƘǓ

Ǜ推進ƢǔƨめŴ実現ƞǕまƠƨŵ 

 合併後Ʒ本市にƓいƯƸŴ新市Ʒ方向性と基礎Ǜ築Ƙƨめに策定ƞǕƨž新市建設

計ဒſŴ࠯成ᲬᲪ࠰度ƔǒƸ新市建設計ဒƷ理念Ǜ発展的に引Ɩ継いƩžο代市総合

計ဒſǛ基に市政運営Ǜ行いŴž誰ǋƕいƖいƖと暮ǒƢまƪſŴž郷土Ǜ拓Ƙ人Ǜ育ǉ

まƪſŴž安全ư快適に暮ǒせǔまƪſž豊ƔƞとにƗわいƷあǔまƪſž人と自然ƕ調

和ƢǔまƪſƷ５ƭƷ目標Ǜ掲ƛŴ市Ʒ将来像ưあǔžやƢǒƗと活力にǈƪƨ魅力

ƔƕやƘ元気都市“やƭƠǖ”ſƷ実現に向ƚƨまƪƮƘǓに取Ǔ組ǜưƖƨとƜǖ

ưƢŵ 

 本報告書ƸŴ合併ƔǒᲫᲪ࠰Ǜ経過ƠƨƜとŴまƨŴο代市総合計ဒƷ後期基本計

ဒƕ࠯成Წ９࠰度に終了ƢǔƜとƔǒŴ各種統計ȇȸǿや市民アンケȸȈǛ基にŴο

代市地域ƮƘǓ会議Ǜ通じƯ市民Ʒ皆様ƷƝ意見Ǜ取Ǔ入ǕƳƕǒŴ本市Ʒ市町村合

併Ʒ効果や課題Ǜ検証ƠŴ̒ 後ƷまƪƮƘǓに活ƔƢ基礎資料とƠƯまとめƨǋƷư

Ƣŵ 

表紙Ʒ写真 

       

 

       

ο代妙見祭 ƞƔǋとο竜天文台 せǜƪǐうい草Ʒ里まƭǓ 

鏡ƕ池鮒取Ǔ神事 東陽石匠館 せǜƩǜ轟Ʒ滝 
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≔ 市の概要 

 

≋≔≌人口 

 

 本市Ʒ合併時Ʒ人口ƸŴ約 14万人ưしたƕŴ現在１万人近く減少しƯおǓŴそ

Ʒ減少率ƸŴ全国ȷ熊本県Ʒ減少率を上回ƬƯいますŵ 

人口構造ƴƭいƯƸŴ老࠰人口ƕ約 32％ƱŴ全国ȷ熊本県Ʒ割合を上回ǔ一方Ŵ

生産࠰齢人口約 56％及び࠰少人口約 12％Ƹ全国ȷ熊本県Ʒ割合をɦ回ƬƯおǓŴ

少子高齢化ƕ進展しƯいますŵ 

またŴ国立社会保ᨦȷ人口問᫆研究所ƴよǔ推計ưƸŴ2040࠰Ტ࠯成 Უ࠰52

ƴƸ人口 9万 3千人Ŵ老࠰人口 39％ƱƳǓŴさǒƴ人口減少Ʊ高齢化ƕ進ǉƱ予

測さǕƯいますŵ 

こƷようƳ状況ƴ歯ഥめをƔけǔためŴ本市ƴおいƯƸŴ八代市人口ビǸョンư

成࠯Ტ࠰2040 ᲣƷ人口を࠰52 10万 2千人Ŵ老࠰人口を 36％Ʊすǔ将来展望

を示しŴ八代市総合戦略ƴ基Ʈく地方創生Ʒ施策を展開すǔこƱƱしƯいますŵ 

 

Ⅎ人口 

成࠯  Ʒ人口Ƹ࠰16 140,293人ưしたƕŴ࠯成 ƴƸ࠰27 130,661人ƱƳǓŴ

間ư࠰12 9,632人Ტ△6.9％Უ減少しƯいますŵ 
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八代市統計࠰鑑ž校区ȷ地区別人口Ʒ推移ſᲢ市市民課Ŵ市情報政策課ž˰民ႇ録世帯数人口

数別調査表ſ各࠰ 9உ஛現在Უ 
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ℳ-1 校区別人口 

 校区別Ʒ人口ƴƭいƯƸŴ࠯成１７࠰Ʊ࠯成Წ７࠰度を比較すǔƱŴᲬᲪ校区中１

７校区ư減少しƯおǓŴ特ƴ坂本Ტ△26.9％ᲣŴ泉Ტ△23.7％ᲣŴ日奈久Ტ△21.5％ᲣŴ

ʚ見Ტ△18.5％ᲣŴ東陽Ტ△16.6％ᲣŴ龍峯Ტ△14.8％ᲣƷ減少ƕ顕著ƱƳƬƯいま

すŵ 

一方Ŵ全体的ƴ減少傾向ƴあǔ中Ŵ松高ᲢᲥ2.6％ᲣŴ八千把ᲢᲥ0.6％ᲣŴ千ɠᲢᲥ

0.2％ᲣƷ３校区ưƸやや増加しƯいますŵ 
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八代市統計࠰鑑ž校区ȷ地区別人口Ʒ推移ſᲢ市市民課Ŵ市情報政策課ž˰民ႇ録世帯数人口

数別調査表ſ各࠰ 9உ஛現在Უ 
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ℳ-2 校区別人口増減率 

 校区別人口ƴƭいƯŴ࠯成 17 度を࠰ 100％Ʊした場合Ŵ࠯成 27 度ƴƸ最大࠰

102.6％～最小 73.1％ƱƳǓŴ校区ƝƱƴ大ƖƳ差ƕあǔこƱƕЎƔǓますŵ 
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各校区Ʒ値Ƹ八代市統計࠰鑑ž校区ȷ地区別人口Ʒ推移ſᲢ市市民課Ŵ市情報政策課ž˰民ႇ

録世帯数人口数別調査表ſ各࠰ 9உ஛現在ᲣŴ県Ʒ値Ƹ国勢調査及び熊本県推計人口調査Ŵ全

国Ʒ値Ƹ総務省統計局ž国勢調査ſᲢ各࠰ 10உ 1日現在)を基ƴ算出ŵ 
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ℴ-1 年齢別人口 

 人口Ʒ࠰齢構成ƴƭいƯƸŴ࠯成１７࠰Ʊ࠯成Წ７࠰を比較した場合Ŵ࠰少人口Ტ0

～14歳Უƕ△1.4％Ŵ生産࠰齢人口Ტ15～64歳Უƕ△4.8％減少しƯいますŵ 

 一方Ŵ老࠰人口Ტ65歳以上ᲣƸᲥ6.1％Ʊ増加しƯいǔ状況ưすŵ 
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60.5％

↓

55.7％
[△4.8％]
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13.8％
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12.4％

[△1.4％]

老ᖺ人口

25.7％

↓

31.8％

[䠇6.1％]

 

八代市統計࠰鑑ž国勢調査各５࠰歳階級別人口Ʒ推移ſᲢ市文書統計課ž国勢調査報告ſ人口

等基本集計ƴ関すǔ集計Უを基ƴ作成ŵƳおŴ࠰齢ɧᛇƴƭいƯƸ集計ƴ含まƳいŵ 

Ტ参考Უ࠯成  国勢調査࠰27

全 国：老࠰人口 26.6％Ŵ生産࠰齢人口 60.7％Ŵ࠰少人口 12.6％ 

熊本県：老࠰人口 28.8％Ŵ生産࠰齢人口 57.6％Ŵ࠰少人口 13.6％ 
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ℴ-2 年齢別人口の増減 

成࠯齢別人口Ʒ増減ƴƭいƯƸŴ࠰  17 成࠯度Ɣǒ࠰ 27 度ƴƔけƯŴ60࠰ 歳以

上ƷほƱǜƲƕ増加しƯいǔƷƴ対しŴ59 歳以ɦƴおいƯƸ全࠰齢ư減少しƯいま

すŵ 
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八代市統計࠰鑑ž国勢調査各５࠰歳階級別人口Ʒ推移ſᲢ市文書統計課ž国勢調査報告ſ人口

等基本集計ƴ関すǔ集計Უを基ƴ作成ŵƳおŴ࠰齢ɧᛇƴƭいƯƸ集計ƴ含まƳいŵ 
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Ṡ-3 若年層の人口増減 

 若࠰層Ʒ人口ƴƭいƯŴ現在Ʒ࠰齢ƝƱƴ過去ƴ遡ƬƯ推移をǈƯǈǔƱŴそǕƧ

ǕƷ世代ƴおいƯŴ10 歳代前半Ɣǒ 20 歳代前半ƴƔけƯŴ10 間ư人口ƕ３Ў࠰

ƷᲬまư減少しƯいますŵ 

こǕƸŴ市外ǁƷ進学等ƴよǔǋƷƱ考えǒǕますƕŴそƷ後ǋ人口Ʒ回復ƸほƱ

ǜƲǈǒǕƳいためŴ3人ƴ 1人ƕ市外ƴ就職しƯいǔƱ推測さǕますŵ 
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若年層の人口増減ʤ各世代時系列ʥ

 

八代市統計࠰鑑ž国勢調査各５࠰歳階級別人口Ʒ推移ſᲢ市文書統計課ž国勢調査報告ſ人口

等基本集計ƴ関すǔ集計Უを基ƴ作成ŵƳおŴ࠰齢ɧᛇƴƭいƯƸ集計ƴ含まƳいŵ 
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ℵ産業別人口 

 本市ưƸŴ農業Ტ男性ȷ女性ᲣŴ建設業Ტ男性ᲣŴ製造業Ტ男性ᲣŴ卸売業ȷ小売業Ტ男

性ȷ女性ᲣŴҔ療ȷ福祉Ტ女性ᲣƷ就業者ƕ多い状況ưすŵ 

 そƷうちŴ就業者比率ƕ熊本県全体Ʊ比ǂƯ特ƴ高い産業ƸŴ農業Ტ男性ȷ女性ᲣŴ

製造業Ტ男性ᲣưあǓŴ本市Ƹ農業Ŵ製造業ƴ特化した産業構造ƴあǔƱいえますŵ 

 就業者数ƴƭいƯƸŴ࠯成 成࠯Ʊ࠰17 を比較した場合Ŵ農業Ŵ建設業Ŵ製࠰27

造業Ŵ卸売業ȷ小売業ƕいƣǕǋ減少すǔ中ŴҔ療ȷ福祉Ƹ増加しƯいますŵ 
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総務省統計局ž࠯成  国勢調査ſ࠰27
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市文書統計課ž国勢調査報告ſ産業等基本集計  
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産業別就業者数Ʒ推移 

男 女 総数 男 女 総数 総数

農業 4,616 4,392 9,008 3,922 4,046 7,968 -1,040

(13.3%) (14.5%) (13.8%) (12.6%) (14.2%) (13.4%) (-0.4%)

林業 77 18 95 126 27 153 58

(0.2%) (0.1%) (0.1%) (0.4%) (0.1%) (0.3%) (0.2%)

漁業 185 119 304 122 52 174 -130

(0.5%) (0.4%) (0.5%) (0.4%) (0.2%) (0.3%) (-0.2%)

鉱業䠈採石業䠈砂利採取業 44 8 52 32 5 37 -15

(0.1%) (0.0%) (0.1%) (0.1%) (0.0%) (0.1%) (0.0%)

建設業 5,514 992 6,506 4,070 733 4,803 -1,703

(15.9%) (3.3%) (10.0%) (13.1%) (2.6%) (8.1%) (-1.9%)

製造業 6,076 3,440 9,516 5,623 2,415 8,038 -1,478

(17.5%) (11.3%) (14.6%) (18.1%) (8.5%) (13.5%) (-1.1%)

電気䞉ガス䞉熱供給䞉水道業 209 37 246 198 30 228 -18

(0.6%) (0.1%) (0.4%) (0.6%) (0.1%) (0.4%) (0.0%)

情報通信業 127 78 205 167 74 241 36

(0.4%) (0.3%) (0.3%) (0.5%) (0.3%) (0.4%) (0.1%)

運輸業䠈郵便業 2,658 400 3,058 2,572 476 3,048 -10

(7.7%) (1.3%) (4.7%) (8.3%) (1.7%) (5.1%) (0.4%)

卸売業䠈小売業 5,259 6,728 11,987 4,167 5,029 9,196 -2,791

(15.2%) (22.2%) (18.4%) (13.4%) (17.7%) (15.4%) (-3.0%)

金融業䠈保険業 438 632 1,070 326 575 901 -169

(1.3%) (2.1%) (1.6%) (1.0%) (2.0%) (1.5%) (-0.1%)

宿Ἡ業䠈飲食サ䞊ビス業 846 1,979 2,825 842 1,874 2,716 -109

(2.4%) (6.5%) (4.3%) (2.7%) (6.6%) (4.6%) (0.3%)

教育䠈学習支援業 1,106 1,334 2,440 1,042 1,284 2,326 -114

(3.2%) (4.4%) (3.8%) (3.4%) (4.5%) (3.9%) (0.1%)

་療䠈福祉 1,440 5,786 7,226 2,126 7,529 9,655 2,429

(4.2%) (19.1%) (11.1%) (6.8%) (26.4%) (16.2%) (5.1%)

බ務䠄他に分類さ䜜䜛ものを除く䠅 1,478 560 2,038 1,212 573 1,785 -253

(4.3%) (1.8%) (3.1%) (3.9%) (2.0%) (3.0%) (-0.1%)

その他㻖 4,605 3,862 8,467 4,547 3,746 8,293 -174

(13.3%) (12.7%) (13.0%) (14.6%) (13.2%) (13.9%) (0.9%)

合計 34,678 30,365 65,043 31,094 28,468 59,562 -5,481

(100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (100%) (0.0%)

ᖹ成㻞7ᖺ

増減
産業䠄大分類䠅

就業者数

䠄就業者比率䠅

就業者数

ᖹ成㻝7ᖺ

䠄就業者比率䠅

  

市文書統計課ž国勢調査報告ſ産業等基本集計 

Ფ産業Ў類Ʒ区Ў変更ƴ伴いŴ࠯成 成࠯度Ʊ࠰17 度Ʊƕ比較ưƖƳいЎ類žɧ動産業Ღ物品࠰27

賃᝱業ſž学術研究Ღ専門ȷ技術サȸビス業ſž生活関連サȸビス業Ღ娯楽業ſž複合サȸビス業ſ

žサȸビス業Ტ他ƴЎ類さǕƳいǋƷᲣſžЎ類ɧ能Ʒ産業ſƴƭいƯƸŴЎ類ƱしƯžそƷ他ſを

追加し一括しƯ計上したŵ 
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⑤人口動態 

 自然増減Ŵ社会増減ƱǋƴȞǤȊスưすƕŴ減少数ƕਘ大しƯいǔ自然動態ƴ対しŴ

社会動態Ƹ縮小傾向ƴあǓますŵ࠯成 度以降ƸŴ自然減少数ƕ社会減少数を上࠰22

回ǔようƴƳǓŴ自然動態ƕ本市Ʒ総人口Ʒ਀しɦƛƴ影響をɨえƯいますŵ 
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人口動態ʤ自然増減・社会増減ʥ

 

八代市統計࠰鑑ž人口動態ſᲢ市文書統計課Უ 
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≋≕≌産業 

 

 本市Ʒ産業ƴƭいƯƸŴ࠯成 20 ࠰ 9 உƷȪȸȞンショȃク後Ʒ୎気˯迷ƴよ

ǓŴ総生産᫇ƕ落ち込ǈましたŵƱǓわけ鉱工業Ტ主ƴ製造業ᲣǁƷ影響ƕ大Ɩい

ǋƷưしたƕŴそƷ後Ŵ国Ʒ経済対策ƴよǔ効果等ư回復しƯƖƯいǔ状況ưすŵ 

 

Ⅎ総生産≋産業別≌ 

本市Ʒ総生産᫇ƴƭいƯƸŴ࠯成１７࠰度ƕ 3,989 億όưしたƕŴ࠯成Წ１࠰度

ƴƸ 3,558 億όまư落ち込ǈŴ࠯成Წ５࠰度ƴƸ 3,908 億όまư持ち直しƯいま

すŵ 

産業別ƴƸŴ鉱工業Ŵサȸビス業Ŵɧ動産業Ŵ農業ƳƲƕ生産᫇ŴシǧǢƱǋƴਘ

大しƯいǔƷƴ対しŴ建設業Ŵ᣿融保険業Ŵ運輸業Ŵ政府サȸビス生産者ƳƲƸ縮小

しƯいますŵ 

 

17,856 15,917 17,886 16,717 17,161 19,420 21,803 23,828 農業 24,026

73,487 81,704 70,523 69,553
53,139

74,974 70,508 77,780
鉱工業

77,480

29,545 25,886
22,519 19,537

22,228

22,563 23,161
20,029 建設業 25,849

39,567 38,286
38,834 37,549

38,671

37,889 38,821 39,110

卸売小売業

39,456

46,302 47,192
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不動産業

47,479
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72,514

71,416
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サ䞊ビス業

74,332
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39,551

41,692

40,794
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政府サ䞊ビス生産者

39,960
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総生産䠄産業別䠅の推移

対家計民間非営利サ䞊ビス生産者

政府サ䞊ビス生産者

サ䞊ビス業

情報通信業

運輸業

不動産業

金融保険業

卸売小売業

電䞉ガ䞉水

建設業

鉱工業

水産業

林業

農業

䠄単位：百万円䠅
nn 

 

䠄単位：百万円䠅

ඵ代市 農業 林業 水産業 鉱工業 建設業 電䞉ガ䞉水
卸売小売
業

金融保険
業

不動産業 運輸業
情報通信
業

サ䞊ビス
業

政府サ䞊
ビス生産
者

対家計民
間非営利
サ䞊ビス
生産者

合計

H17 17,856 810 408 73,487 29,545 8,242 39,567 16,611 46,302 29,358 9,634 71,917 45,664 9,519 398,920

㻔構成比㻕 (4.5%) (0.2%) (0.1%) (18.4%) (7.4%) (2.1%) (9.9%) (4.2%) (11.6%) (7.4%) (2.4%) (18.0%) (11.4%) (2.4%)

H18 15,917 894 391 81,704 25,886 7,689 38,286 16,018 47,192 31,370 9,137 70,650 42,417 10,209 397,762

H19 17,886 937 329 70,523 22,519 7,312 38,834 17,648 47,564 31,866 8,756 72,514 39,551 9,756 385,995

H20 16,717 903 563 69,553 19,537 7,653 37,549 13,058 47,405 31,554 8,493 71,416 41,692 9,451 375,544

H21 17,161 805 396 53,139 22,228 7,832 38,671 13,860 47,800 23,746 8,850 71,148 40,794 9,428 355,859

H22 19,420 839 407 74,974 22,563 7,635 37,889 13,450 48,036 26,687 8,751 71,290 40,933 10,076 382,949

H23 21,803 887 234 70,508 23,161 5,862 38,821 12,852 48,044 25,385 8,698 72,456 40,214 11,165 380,090

H24 23,828 854 203 77,780 20,029 4,672 39,110 12,819 48,009 23,351 8,671 73,111 39,715 11,391 383,542

H25 24,026 997 190 77,480 25,849 5,364 39,456 12,916 47,479 22,652 9,084 74,332 39,960 11,030 390,814

㻔構成比㻕 (6.1%) (0.3%) (0.0%) (19.8%) (6.6%) (1.4%) (10.1%) (3.3%) (12.1%) (5.8%) (2.3%) (19.0%) (10.2%) (2.8%)  

成࠯  度市町村民所得推計Ტ熊本県Უ࠰25
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ℳ総生産≋人口≔人当たり≌ 

 本市Ʒ人口一人当たǓƷ総生産᫇ƴƭいƯƸŴ࠯成 度ƴおいƯƸ࠰17 292万ό

Ტ県内࠯均ƱƷ差△14万όᲣưしたŵ୎気˯迷ƴよǓ࠯成 度ƴƸ࠰21 268万ό

Ტ県内࠯均ƱƷ差△27万όᲣまư落ち込ǈましたƕŴ࠯成 度ƴƸ࠰25 304万ό

Ტ県内࠯均ƱƷ差△5万όᲣƱŴおおǉƶ県内࠯均Ʊӷ水準まư上昇しƯいますŵ 
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䠄単位：千円䠅
nn 

 

成࠯  度市町村民所得推計Ტ熊本県Უ࠰25
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ℴ雇用 

 ஊ効求人倍率ƴƭいƯƸŴ࠯成 度ƕ࠰17 0.65ư県内合計Ʊ大ƖくʇᩉしƯい

ましたƕŴ࠯成 度ƴおいƯƸ࠰27 1.12まư上昇しƯおǓŴ県内合計Ʊǋほǅӷ

水準ƱƳƬƯいますŵ 

 こǕƸŴ࠯成 成࠯度Ʊ࠰17 度を比較した場合Ŵ求職者数ƕ࠰27 37,270人Ɣ

ǒ 29,887人ƴ減少Ტ△7,383人ᲣしƯいǔƷƴ対しŴ求人数ƕ 24,356人Ɣǒ

33,354人ƴ増加ᲢᲥ8,998人ᲣしƯいǔためưすŵ 
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厚生労働省熊本労働局žくまǋƱ職業安定業務உ報ſ 

エஊ効求人倍率ƱƸŴஊ効求職者数Ტˁʙを੕しƯいǔ人数Უƴ対すǔஊ効求人数Ტ企業ƕ

求めǔ人数ᲣƷ比率ƷこƱưあǓŴ1人あたǓƷ求職者ƴ対しƯƲǕƩけƷ求人ƕあǔƔ

を示す指標ưすŵ 
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厚生労働省熊本労働局žくまǋƱ職業安定業務உ報ſ 
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≕ 行政体制 

 

 行政体制ƴƭいƯƸŴ八代市行ᝠ政改革大綱ƴ基ƮƖŴ業務Ʒ民間委ᚠや非常勤

職員等Ʒ活用Ŵʙ務Ʒ効率化等を進めǔƱƱǋƴŴ重点的ȷ戦略的Ƴ職員配置ƴよ

ǓŴ職員数を 250人削減しましたŵ 

 またŴこǕƴよǓŴ合併前Ʒ体制ƕ続いたƱ仮定した場合ƱƷ比較ƴよǔካ計削

減᫇ƸŴ常勤特別職Ŵ議員を含めŴ࠯成１７࠰度～࠯成Წ７࠰度まưƷ１１࠰間ư

120億ό以上ƴ上Ǔますŵ 

 

≋≔≌常勤特別職 

 

Ⅎ常勤特別職職員数 

度ƴおけǔ合併前Ʒ旧市町村Ʒ常勤特別職員数Ƹ合わせƯᲬᲮ人ưし࠰成１Ჰ࠯ 

たƕŴ市町村合併ƴよǓŴ࠯成Წ７࠰度ƴおいƯƸᲮ人Ტ市長ȷ副市長ȷ教育長ȷ常

勤Ⴓ査委員ᲣƱƳǓŴᲬᲪ人減少しƯいますŵ 
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市人ʙ課資料 

エ常勤特別職員：首長Ŵ助役Ŵ副市長Ŵӓ入役Ŵ教育長Ŵ常勤Ⴓ査委員 

エ࠯成  度ƸŴ合併前ƷᲰ市町村Ʒ合計人数ŵ࠰16

エ࠯成  度ƸŴ合併後Ʒ人数ŵ࠰17
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ℳ常勤特別職給与᫇ 

常勤特別職Ʒ給ɨ᫇ƴƭいƯƸŴ࠯成１Ჰ࠰度Ʊ࠯成Წ７࠰度を比較した場合Ŵ࠰

間１億ᲳᲦ３Ხ３万ό減少しƯおǓŴ合併前Ʒ体制ƕ続いたƱ仮定した場合ƱƷ比較

ƴよǔካ計削減᫇ƸŴ࠯成１７࠰度～࠯成Წ７࠰度まưƷ１１࠰間ưᲬᲪ億５千万ό

ƴ上Ǔますŵ 
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市人ʙ課資料 

エ࠯成  度ƸŴ合併前ƷᲰ市町村Ʒ合計᫇ŵ࠰16

エ࠯成  度ƴƸŴ旧市町村ƷH17.4～H17.7まưƷ給ɨ᫇を含ǉŵ࠰17
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≋≕≌議員 

 

Ⅎ議員数 

成࠯  度ƴおけǔ合併前Ʒ旧市町村Ʒ議員定数Ƹ合わせƯ࠰16 98人ưしたƕŴ市

町村合併ƴよǓŴ࠯成 度ƴおいƯƸ࠰27 32人ƱƳǓŴ66人減少しƯいますŵ 
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市人ʙ課資料 

エ࠯成  度Ƹ合併前ƷᲰ市町村Ʒ合計人数࠰16

エ࠯成  度Ƹ合併後Ʒ人数ŵ࠰17

エ࠯成  度Ƹ改選後Ʒ人数ŵ࠰25
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ℳ議員報酬 

議員報酬手当᫇ƴƭいƯƸŴ࠯成１Ჰ࠰度Ʊ࠯成Წ７࠰度を比較した場合Ŵ࠰間Წ

億 3,689 万ό減少しƯおǓŴ合併前Ʒ体制ƕ続いたƱ仮定した場合ƱƷ比較ƴよǔ

ካ計削減᫇ƸŴ࠯成１７࠰度～࠯成Წ７࠰度まưƷ１１࠰間ưᲬᲮ億Ხ千万όƴ上Ǔ

ますŵ 
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市人ʙ課資料 

エ࠯成  度Ƹ合併前ƷᲰ市町村Ʒ合計᣿᫇࠰16

エ࠯成 度ƴƸŴ旧市町村議会議員Ʒ࠰17 H17.4～H17.7まưƷ報酬手当᫇を含ǉŵ 
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≋≖≌一般職 

 

Ⅎ一般職職員数≋人口当た↹職員数≌ 

 合併前Ტ࠯成１７࠰度ᲣƷ職員数 1,330人ƴ対しŴ࠯成 度Ƹ࠰27 1,081人ƱŴ

249人Ტ△18.7％Უを削減しƯいますŵ 

職員数ƴƭいƯƸŴ八代市行ᝠ政改革大綱ƴ基ƮƖŴ業務Ʒ民間委ᚠや非常勤職員

等Ʒ活用Ŵʙ務Ʒ効率化等を進めǔƱƱǋƴŴ重点的ȷ戦略的Ƴ職員配置ƴよǓŴ࠯

成ᲬᲬ࠰Ხஉ１日まưƴ 1,180 人以ɦŴ࠯成Წ７࠰Ხஉ１日まưƴ 1,Ც80 人以ɦ

Ʊすǔ目標をおおǉƶᢋ成しƯいますŵ 

ƳおŴ職員Ʒ࠯均࠰齢ƴƭいƯƸŴ࠯成 度ƕ࠰17 40.8歳ưあƬたƷƴ対しŴ࠯

成 度ƴおいƯƸ࠰27 43.8歳Ʊ 3歳高くƳƬƯいますŵ 
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市人ʙ課資料Ტ各࠰度 4உ 1日現在Უ 
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ℳ部門別職員数 

部門別Ʒ職員数ƴƭいƯƸŴ業務Ʒ集約等ƴよǓŴ全体ƱしƯƸ࠯均 18.7％Ʒ削

減を行ƬƯいますƕŴ政策ƴ応ơƯ課Ʒ新設や増員を行うƳƲ重点的ȷ戦略的Ƴ職員

配置を行ƬƯいますŵ 
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市人ʙ課資料Ტ各࠰度 4உ 1日現在Უ 
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ℴ本庁∝支所別職員数 

本庁ȷ支所別Ʒ職員数ƴƭいƯƸŴ合併直後Ʒ࠯成 度ƕ本庁ȷそƷ他࠰18 1,047

人Ŵ支所 259人ưしたƕŴ効率化を進めǔためƷ業務集約及び全体数Ʒ削減ƴよǓŴ

成࠯ 度ƴƸ本庁ȷそƷ他࠰27 956人Ტ△91人ᲣŴ支所 125人Ტ△134人ᲣƱƳ

Ǔましたŵ 
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市人ʙ課資料Ტ各࠰度 4உ１日現在Უ 

エ࠯成  度ƴƭいƯƸŴ本庁ȷそƷ他Ƹ旧八代市Ŵ各支所Ƹ各旧町村Ʒ職員数ŵ࠰17

エ各健康福祉ȷ建設ȷ農林水産地域ʙ務所Ƹ支所ƴ含ǉŵ 
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ℵ管理Ⴓ督職の男女比率 

 管理職職員Ტ課長級以上Უƴ占めǔ女性職員Ʒ割合ƸŴ࠯成 度ƕ࠰18 6.7％Ტ10

人ᲣưあƬたƷƴ対しŴ࠯成 度ƴƸ࠰27 9.5％Ტ14人Უƴ上昇しƯいますŵ 

 しƔしŴ管理Ⴓ督職職員Ტ係長級以上Უまư範׊を広ƛǔƱŴ࠯成 度ƕ࠰18 20.0％

Ტ94人ᲣưあƬたƷƴ対しŴ࠯成 度ƴƸ࠰27 18.8％Ტ82人Უƴɦ落しƯいますŵ 
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市人ʙ課Ŵ市人権政策課資料Ტ各࠰度 4உ 1日現在Უ 
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市人ʙ課Ŵ市人権政策課資料Ტ各࠰度 4உ 1日現在Უ 
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ℶ職員給与≋普通会計≌ 

成࠯  度ƴおけǔ合併前Ʒ旧市町村Ʒ職員給ɨ᫇Ƹ合わせƯ࠰16 64 億 2,457 万

όưしたƕŴ行ᝠ政改革ƴおけǔ職員数削減ƴよǓŴ࠯成 27 度Ƹ࠰ 54 億 4,209

万όƱƳǓŴ9億 8,248万όƕ削減さǕƯいますŵ 

またŴ合併前Ʒ体制ƕ続いたƱ仮定した場合ƱƷ比較ƴよǔካ計削減᫇ƸŴ࠯成 17

成࠯～度࠰ 度まưƷ࠰27 間ư࠰11 83億όƴ上Ǔますŵ 

 

 

市人ʙ課資料 
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ℷラ⇟パイレ⇟指数 

 ȩスȑǤȬス指数ƱƸŴ国家π務員Ʒ給ɨを１ᲪᲪƱした場合Ʒ給ɨ水準を表す数

値ưすŵ 

度ƴおけǔ本市ƷȩスȑǤȬス指数Ƹ࠰成Წ７࠯  97.5 ƱƳƬƯいますŵ県内 14

市࠯均ƕ 98.0ưあǔƷƴ対しŴ0.5ȝǤンȈ˯い状況ưすŵ 

 ƳおŴ࠯成 24 成࠯度及び࠰ 25 度ƴƭいƯƸŴ国家π務員Ʒ時限的Ƴ給ɨ改࠰

定ȷ臨時特例法ƴよǔ給ɨ減᫇措置ƕ実施さǕƯおǓŴ指数Ʒ一貫性を担保すǔためŴ

当ᛆ措置ƕƳいƱした場合Ʒ値を参考値ƱしƯ併記しƯいますŵ 

 

 

市人ʙ課資料Ტ各࠰度 4உ１日現在Უ 
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≖ 社会資本整備 

 

 社会資本Ʒ整備ƴƭいƯƸŴ学校施設Ʒ耐震化率ƕ˯い状況ưあƬたためŴ࠯成 

23 成࠯度Ɣǒ࠰ 27 間ưŴ学校施設Ʒ耐震化を重点的ƴ進めま࠰度まưƷ５Ɣ࠰

したŵそƷ結果Ŵ学校施設Ტ建物本体ᲣƷ耐震化率Ƹ 100％をᢋ成しましたŵ 

そƷ他ᢊ路Ŵ上ɦ水ᢊ等Ʒ整備ƴƭいƯǋ着実ƴ進めƯƖたƱこǖưすƕŴ簡易

水ᢊƴƭいƯƸŴ給水区域内Ʒ人口減少ƴよǓŴ୍及率ƴ若࠮Ʒ˯ɦƕǈǒǕƯい

ますŵ 

 

≋≔≌道路 

 ᢊ路改良率ƸŴ࠯成 度Ƹ࠰16 46.9％ưŴ࠯成 度ƴƸ࠰27 50.2％ᲢᲥ3.3ȝǤ

ンȈᲣƱƳǓましたŵ 

 またŴᢊ路舗装率ƸŴ࠯成 16 度Ƹ࠰ 85.8％ưŴ࠯成 27 度ƴƸ࠰ 88.0％ᲢᲥ

2.2ȝǤンȈᲣƱƳǓましたŵ 

旧八代市35.5% 37.8% 40.1%
旧坂本村47.0% 49.2% 51.3%

旧千丁町99.3% 99.8% 99.8%

旧鏡町74.4% 76.6% 77.4%

旧東陽村52.0% 51.9% 53.4%
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市土木課資料 
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≋≕≌水道 

Ⅎɥ水道 

 上水ᢊ୍及率ƴƭいƯƸŴ࠯成 度Ƹ࠰16 60.8％Ტ給水人口 60,218人Ჩ給水区

域内人口 99,083 人ᲣưしたƕŴ࠯成 27 度ƴƸ࠰ 62.5％Ტ給水人口 59,169 人

Ჩ給水区域内人口 94,635人ᲣƱ 1.7ȝǤンȈ上昇しƯいますŵ 

旧八代市 54.0%
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ℳ簡易水道 

簡易水ᢊ୍及率ƴƭいƯƸŴ࠯成 16 度Ƹ࠰ 95.9％Ტ給水人口 5,919 人Ჩ給水

区域内人口 6,171人ᲣưしたƕŴ࠯成 度ƴƸ࠰27 94.0％Ტ給水人口 4,466人Ჩ

給水区域内人口 4,753人ᲣƱ 1.9ȝǤンȈ˯ɦしƯいますŵこǕƸŴ給水区域内Ʒ

人口減少ƕ主Ƴ要因ưすŵ 

旧八代市 100.0% 100.0% 100.0%

旧坂本村 95.4%

94.4% 94.1%
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市水ᢊ局資料 

エ簡易水ᢊƱƸŴ給水人口 100人超 5000人以ɦƷ小規模Ƴ水ᢊưあǓŴ本市ƴおいƯƸ

ʚ見白鳥地区Ŵ坂本町Ŵ東陽町Ʒ河俣ȷ箱石地区Ŵ泉町Ʒ打越ȷ落合ȷౢ原地区等ƕᛆ当し

ますŵ 
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≋≖≌ɦ水道等 

 

 汚水処理人口୍及率ƴƭいƯƸŴ࠯成 16 度Ƹ࠰ 40.7％ưしたƕŴ࠯成 27 度࠰

Ƹ 63.8％ư 23.1 ȝǤンȈ増加しƯいますŵƳおŴ熊本県Ʒ࠯成 27 度汚水処理࠰

人口୍及率Ƹ 85.3％ƱƳƬƯいますŵ 
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市ɦ水ᢊ総務課資料Ტ各࠰度３உ 31日現在Უ 
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≋≗≌学校 

 

Ⅎ学校数及び児童∝生徒数 

 児童ȷ生徒数ƴƭいƯƸŴ࠯成 17 度ƕ࠰ 12,414 人Ტ小学校 8,141Ŵ中学校

4,244Ŵ特別支援学校 29ᲣưあƬたƷƴ対しŴ࠯成 27 度ƴおいƯƸ࠰ 9,636 人

Ტ小学校 6,434Ŵ中学校 3,125Ŵ特別支援学校 77ᲣưあǓŴ2,778人減少しƯい

ますŵ 

学校数ƸŴ࠯成 17 度ƕ࠰ 54 校Ტ小学校 38Ŵ中学校 15Ŵ特別支援学校 1Უư

あƬたƷƴ対しŴ࠯成 27 度ƴおいƯƸ࠰ 43 校Ტ小学校 27Ŵ中学校 15Ŵ特別支

援学校 1ᲣưあǓŴ１１校減少しƯいますŵこǕƸŴ児童数Ʒ減少ƴ伴いŴ複式学級

をஊすǔ小学校等Ʒ統廃合を進めŴ学校規模Ʒ適ദ化を׋ƬƯƖたこƱƴよǔǋƷư

すŵ 
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市学校教育課資料Ტ各࠰度 5உ 1日現在Უ 

エ特別支援学校Ʒ児童生徒数ƴƸ高等部を含ǉŵ 
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ℳ学校施設耐震化 

 本市ƴおけǔ࠯成 18 度Ʒ小中学校Ʒ耐震化率Ƹ࠰ 37.5％ưしたƕŴ八代市立学

校施設耐震化計ဒƴ基ƮƖŴ࠯成27࠰度まưƴ全対象施設Ʒ耐震化ƕ完了しましたŵ 
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市教育施設課資料Ტ各࠰度 3உ 31日現在Უ 
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≋５≌π共施設 

 

Ⅎ π共施設の保有量 

成࠯  Ʒ市町村合併ƴよǓŴ学校Ŵπ民館Ŵ庁舎等Ʒ建物施設やᢊ路Ŵ上ɦ水࠰17

ᢊ等ƷǤンフȩ施設Ტ以ɦžπ共施設等ſƱいうŵᲣを多く保ஊすǔこƱƱƳǓまし

たŵこƷうちŴ高度経済成長期Ʒ急激Ƴ人口増加Ʊ社会変化ƴ伴い整備さǕたǋƷƕ

多くŴ市民生活Ʒ基ႴƱしƯπ共サȸビスƷ提供を行ƬƯƖましたƕŴ約 7割ƕ建築

後３Ც࠰経過しƯいǔこƱƔǒŴ近い将来Ŵ大規模改修や建替え等更新時期を一斉ƴ

迎えǔこƱƴƳǓますŵ 

しƔしƳƕǒŴ本市ưƸ人口減少Ʊ少子高齢化ƕ進行中ưあǓŴᲮᲪ࠰έƴƸ人口

Ʒ３割ƕ減少しŴ高齢化率ƕ 15 歳未満Ʒ࠰少人口率Ʒ 2 倍ほƲƴƳǔƱ予想さǕ

ƯおǓŴ税ӓƷ減少Ʊ扶助費Ʒ増加ƕ見込まǕǔこƱƔǒŴπ共施設等Ʒ維持や更新

等ƴ必要Ƴᝠ源Ʒ確保ƸŴよǓ一層困ᩊƳǋƷƱƳƬƯいƖますŵ 

こǕǒƷ現状を踏まえƯŴ早急ƴπ共施設等Ʒ全体Ʒ状況を把握しŴまたŴ長期的

Ƴ視点をǋƬƯ戦略的Ƴ資産経営Ʒ観点を持Ƭたπ共施設等ƷȞネǸメンȈを推進

しŴ更新ȷ統廃合ȷ長ݤ命化等を計ဒ的ƴ行うこƱưŴᝠ政᝟担を軽減ȷ࠯準化すǔ

ƱƱǋƴŴ次世代ǁƷ᝟担を残さƳい持続可能ƳまちƮくǓを目指すためƴǋπ共施

設等Ʒ最適Ƴ配置を実現すǔこƱƕ必要ƱƳƬƯいますŵ 

ƳおŴ本市ƕ保ஊすǔπ共施設Ტ上ɦ水ᢊŴπ園施設Ŵ100㎡以ɦƷ単独倉庫及び

単独ȈǤȬ等Ʒ設備系施設を除く建築物ᲣƷ総施設数Ƹ 248 箇所Ŵ延床面積約 49

万㎡ưすŵ大Ў類ƝƱƴ延床面積ư比ǂǔƱ学校教育系施設ƕ最ǋ多くŴ次いưπ営

˰宅ƱƳƬƯおǓŴこƷᲬƭƷ用途ư全体Ʒ約Ჰ割を占めƯいますŵ 

 

表 π共施設Ტ建築物Უ集計表 

大Ў類 
施設数 

Ტ箇所Უ 

延床面積

Ტ㎡Უ 
構成比 

市民文化系施設 32 41,927 8.6% 

社会教育系施設 21 29,409 6.0% 

スȝȸȄȷȬクȪǨȸション系施設 24 30,832 6.3% 

産業系施設 14 10,131 2.1% 

学校教育系施設 50 209,878 43.1% 

子育Ư支援施設 17 12,166 2.5% 

保健ȷ福祉施設 16 12,969 2.7% 

Ҕ療施設 3 4,530 0.9% 

行政系施設 10 29,341 6.0% 

π営˰宅 31 76,257 15.7% 

供給処理施設 6 10,051 2.1% 

そƷ他施設 24 19,412 4.0% 

合   計 248 486,903 100.0% 
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エ八代市π共施設等総合管理計ဒ抜粋 

 π共施設大Ў類別Ʒ延床面積割合 ׋
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≗ ᝠ政 

 

 合併時ƴ比ǂŴ人件費等Ʒ歳出削減やŴ市税徴ӓ率向上ƴよǔ歳入確保等Ʒ対策

ƴよǓŴ基᣿Ტ預᣿Უ残高Ƹ増加しŴ市債Ტ借᣿Უ残高Ƹ減少しƯいますŵまたŴ

こǕƴよǓŴᝠ政Ʒ健全度を測ǔᝠ政指標Ƹ改善しƯいǔ状況ưすŵ 

 しƔしŴ熊本地震ƔǒƷ復旧ȷ復興ʙ業や社会保ᨦ費Ʒ増加等Ŵ歳出ਘ大ƴƭƳ

ƕǔ要因ƕ内在しƯいǔ状況ƴあǓますŵ 

 

≋≔≌歳入 

 

 歳入合計ưƸŴ࠯成 17 度ƕ࠰ 594 億 5,800 万όŴ࠯成 27 度ƕ࠰ 621 億

9,100万όưŴ27億 3,300万ό増えƯいますŵ 

 そƷうち市税Ŵ手数料ƳƲƷ自主ᝠ源ƴƭいƯƸŴ࠯成 度ƕ࠰17 248億 8,000

万όŴ࠯成 度ƕ࠰27 202億 7,300万όưŴ46億 700万όƷ減ƱƳƬƯいますŵ 

 一方Ŵ地方交付税Ŵ国県補助᣿ƳƲƷ依存ᝠ源ƴƭいƯƸŴ࠯成 17 度ƕ࠰ 345

億 7,800 万όŴ࠯成 27 度ƕ࠰ 419 億 1,800 万όưŴ73 億 4,000 万όƷ増Ʊ

ƳƬƯいますŵこǕƸŴȪȸȞンショȃク後Ʒ特別措置ƱしƯ地方交付税Ʒ加算ƕ行

わǕたこƱƳƲƷ要因ƴよǔǋƷưすŵ 

 

自主財源
24,880 ʤ41.8%ʥ

19,270 

20,370 

18,940 

19,124 

17,903 

18,760 

19,419 

18,720 

18,736 

20,273 ʤ32.6%ʥ

依存財源
34,578 ʤ58.2%ʥ

32,934 

33,406 

33,237 

38,444 

37,604 

36,614 

38,193 

40,560 

40,974 

41,918 ʤ67.4％ʥ

Ｈ17

Ｈ18

Ｈ19

Ｈ20

Ｈ21

Ｈ22

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

百万円
歳入決算ʤ普通会計ʥ

 

各࠰度決算カȸȉᲢ市ᝠ政課Უ 
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≋≕≌歳出 

 

Ⅎ目的別歳出状況 

 地方π共団体Ʒ経費ƸŴそƷ行政目的ƴよƬƯŴ議会費Ŵ総務費Ŵ民生費Ŵ衛生費Ŵ

労働費Ŵ農林水産業費Ŵ商工費Ŵ土木費Ŵ消防費Ŵ教育費Ŵ災害復旧費Ŵπ債費等ƴ

大別すǔこƱƕưƖますŵ 

 目的別歳出Ʒ構成比ƴƭいƯƸŴ࠯成１７࠰度Ʊ࠯成 度を比較すǔƱŴ民生࠰27

費 26.2％ƕ 36.6％ᲢᲥ10.4 ȝǤンȈᲣŴ総務費 17.0％ƕ 9.6％Ტ△7.4 ȝǤン

ȈᲣŴ土木費 12.5％ƕ 9.3％Ტ△3.2ȝǤンȈᲣƱŴ民生費ƕ大幅ƴਘ大しƯいますŵ 

 

目的別歳出状況Ტ୍通会計Უ 

議会費
455 

総務費
9,710 

民生費
14,928 

衛生費
3,844 

労働費
96 

農林水産業費

4,752 

土木費
7,151 

消防費 1,930 

教育費
5,784 

災害復旧費
372 公債費

6,303 

平成17年度
57,043百万円

議会費
433 

総務費
5,819 

民生費
22,213 

衛生費
4,474 

労働費
106 

農林水産業費

3,660 

土木費
5,659 

消防費
2,749 

教育費
5,640 

災害復旧費
495 公債費

6,648 

平成27年度
60,655百万円

 

  

議会費 0.8% 0.7% △0.1%

総務費 17.0% 9.6% △7.4%

民生費 26.2% 36.6% 10.4%

衛生費 6.7% 7.4% 0.7%

労働費 0.2% 0.2% 0.0%

農林水産業費 8.3% 6.0% △2.3%

商工費 3.0% 4.6% 1.6%

土木費 12.5% 9.3% △3.2%

消防費 3.4% 4.5% 1.1%

教育費 10.1% 9.3% △0.8%

災害復旧費 0.7% 0.8% 0.1%

公債費 11.0% 11.0% 0.0%

Ｈ17
構成比

費目
Ｈ27

構成比
増減

H27-H17
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ℳ性質別歳出状況 

地方π共団体Ʒ経費ƸŴそƷ経済的Ƴ性質ƴよƬƯŴ義務的経費Ŵ投資的経費及び

そƷ他Ʒ経費ƴ大別すǔこƱƕưƖますŵ 

 義務的経費ƸŴ職員給ɨ費等Ʒ人件費ƷほƔŴ生活保護費等Ʒ扶助費及び地方債Ʒ

元利償還᣿等Ʒπ債費Ɣǒ構成さǕますŵまたŴ投資的経費ƸŴᢊ路Ŵ橋ǓǐうŴπ

園Ŵπ営˰宅Ŵ学校Ʒ建設等ƴ要すǔ୍通建設ʙ業費ƷほƔŴ災害復旧ʙ業費等Ɣǒ

ƳƬƯいますŵ 

 性質別歳出Ʒ構成比ƴƭいƯŴ࠯成１７࠰度Ʊ࠯成 度を比較すǔƱŴ義務的࠰27

経費ƕ 44.9％Ɣǒ 48.9％ƴ 4.0ȝǤンȈ増加しƯいますŵこǕƸ人件費ƕ 5.1ȝ

ǤンȈ減少しƯいǔ一方Ŵ扶助費ƕ 9.1ȝǤンȈ増加しƯいǔためưすŵ 

 またŴ投資的経費Ƹ 20.3％Ɣǒ 14.3％ƴ 6.0 ȝǤンȈ減少しƯおǓŴ扶助費Ʒ

増加ƕ性質別歳出状況を大Ɩく変化させƯいますŵ 

 

性質別歳出状況Ტ୍通会計Უ 

人件費
10,603 

18.6%

扶助費
8,702 

15.3%

公債費
6,303 

11.0%

投資的経費
11,569 

20.3%

その他
19,866 

34.8%
平成17年度
57,043百万円

人件費
8,191 

13.5%

扶助費
14,800 

24.4%

公債費
6,648 

11.0%

投資的経費
8,692 

14.3%

その他
22,324 

36.8%

平成27年度
60,655百万円
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≋≖≌市税 

 

Ⅎ市税の収入状況 

 ୍通税Ʒӓ入状況ƴƭいƯƸŴ࠯成 17 度ƕ࠰ 129 億 8,700 万όŴ࠯成 27 ࠰

度ƕ 143億 5,900万όưŴ13億 7,200万όƷ増ӓƱƳƬƯいますŵ 

こǕƸŴ固定資産税Ʒ税率を合併協定ƴ基ƮƖ段階的ƴ改定し 1.6％ƱしたこƱŴ

またŴ市税Ტ୍通税ᲣƷ徴ӓ率ƕ 89.0％Ɣǒ 94.2％ƴ 5.2％上昇しƯいǔこƱƕ主

Ƴ要因ưすŵ 

  

市民税
4,326 

4,719 
5,517 5,626 

5,259 5,086 5,229 5,476 5,603 5,619 5,635 

固定資産税
7,548 

7,191 

7,168 
7,632 

7,444 
7,379 7,293 6,991 6,949 6,939 

7,526 

軽自動車税 249 257 

265 

274 

285 
289 295 300 306 314 

321 

市町村たばこ税864 864 

862 

789 

731 
729 833 835 919 896 

877 
12,987 13,031 

13,812 

14,321 

13,719 
13,483 13,650 13,602 

13,777 13,768 

14,359 

0

5,000

10,000

15,000

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
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額
ʤ
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円
ʥ

市税の収入状況
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ℳ市税の徴収率 

 市税Ʒ徴ӓ率ƴƭいƯƸŴ࠯成 17 成࠯度Ɣǒ࠰ 27 度ƴƔけƯŴ市民税Ƹ࠰

91.3％Ɣǒ 94.9％ᲢᲥ3.6 ȝǤンȈᲣŴ軽自動車税Ƹ 89.9％Ɣǒ 93.6％ᲢᲥ3.7

ȝǤンȈᲣŴ固定資産税Ƹ 86.6％Ɣǒ 93.0％ᲢᲥ6.4ȝǤンȈᲣŴ市税Ტ୍通税Უ合

計ưƸ 89.0％Ɣǒ 94.2％ᲢᲥ5.2ȝǤンȈᲣƱ軒並ǈ上昇しƯいますŵ 

 

 

市ᝠ政課資料 

  

市税ʤ普通税ʥ合計 89.0%

94.2%

市民税 91.3%

94.9%

固定資産税 86.6%

93.0%

軽自動車税 89.9%

93.6%

市町村たばこ税
100% 100%

82%

84%

86%

88%

90%

92%

94%

96%

98%

100%

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

市税の徴収率
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≋≗≌基᣿ 

 

成࠯  17 ࠰ 8 உƷ合併時ƴŴ合併協議ƴ基ƮƖ旧市町村Ɣǒ持ち寄Ƭた基᣿᫇Ƹ

89億 2,900万όưしたƕŴ࠯成 度஛残高Ƹ࠰27 130億 7,600万όƱŴ合併時

Ɣǒ 41億 4,700万ό増加しƯいますŵ 

こǕƸŴ将来Ʒᝠ源ɧ足ƴ備えǔためƷᝠ政調整基᣿ƴ 17 億 8,900 万όŴ環境

センǿȸƳƲ施設整備ƴ充ƯǔためƷ市ஊ施設整備基᣿ƴ 19 億 5,600 万όをそǕ

ƧǕ積ǈ増したこƱƕ主Ƴ要因ưすŵ 

 

一般会計基金
6,344

7,727

7,503

6,641
7,162

8,148 8,294
8,952

9,848
10,413 10,666

11,383

特別会計基金
1,034

1,034
1,074

1,115

1,323

1,843 1,644

1,504

1,610
1,175
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125

土地開発基金
1,551
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1,551
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1,560 1,562
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1,565 1,566
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合計
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10,312
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≋５≌市債 

 

 市債Ʒ償還残高ƸŴ࠯成 17 度ƕ࠰ 987 億 3,900 万όᲢ市民一人当たǓ 70 万

7千όᲣŴ࠯成 度ƕ࠰27 896億 8,100万όᲢӷ 68万 6千όᲣưŴ90億 5,800

万όᲢӷ 2万 1千όᲣ減少しƯいますŵ 

 市債Ʒ種別ƴƭいƯƸŴ合併特例債ƳƲ地方交付税措置ƕあǔஊ利Ƴ市債Ფƕ増え

ƯおǓŴ市ƕ実質的ƴ᝟担すǔ割合ǋ縮小しƯいますŵ 

  

一般会計
63,539 63,761 64,724 64,498 64,296 63,803 62,514 61,757 61,074 60,949 61,710

特別会計
33,086 33,240 33,490 32,998 32,408 31,720 31,079 30,170 28,971 27,885

2,222

企業会計2,114 2,033 1,942 1,847 1,854 1,751
1,603

1,477
1,321 1,239

25,749

98,739 99,034 100,156 99,343 98,558 97,274
95,196

93,404
91,366 90,073

89,681

0

20000

40000

60000

80000

100000

市債償還残高ʤ百万円ʥ

 
市ᝠ政課資料 

市民一人当たǓ残高Ʒ算出ƸŴ八代市統計࠰鑑ž校区ȷ地区別人口Ʒ推移ſƷ人口を用いたŵ 

Ფ地方交付税ƱƸ･･･ 

国ƕŴ地方π共団体Ʒᝠ源ɧ足Ʒ補充や格差是ദƷためƴŴ国税Ტ法人税Ŵ所得税Ŵ消費税

ƳƲᲣƷ一部を地方π共団体ƴ交付すǔǋƷŵ 

Ფ地方交付税措置ƕあǔஊ利Ƴ市債ƱƸ･･･ 

市Ʒ借᣿ưƸあǓますƕŴ元利償還᣿Ტ元᣿Ʊ利子を合せƯ返すお᣿ᲣƷ一定割合Ტ合併特例債Ʒ

場合 70％Უƕ国Ɣǒ地方交付税ƱしƯ交付さǕますŵ 

例えƹŴ合併特例債Ტ交付税措置 70％ᲣƷ場合Ŵ借᣿ 100億όを࠰利１.5％Ŵ返済期間Წ0࠰

ư借Ǔた場合Ŵ元᣿Ʊ利子を合わせた返済総᫇Ƹ 115億ό程度ƴƳǓますƕŴそƷ 70％ƴ当たǔ

80 億ό程度ƕ 20 間Ʒ返済期間中ƴ交付税ư市ƴ入ƬƯくǔためŴ市Ʒ実質᝟担Ƹ࠰ 35 億ό程

度ƱƳǓますŵ 
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≋≙≌ᝠ政指標 

 

Ⅎᝠ政力指数 

 地方π共団体Ʒᝠ政力を示す指数ưŴ基準ᝠ政ӓ入᫇を基準ᝠ政需要᫇ư除しƯ得

た数値Ʒ過去 均値ưあǔこƱƔǒŴᝠ政力指数ƕ高いほƲŴ自主ᝠ源Ʒ割࠯間Ʒ࠰3

合ƕ高くŴᝠ政力ƕ強いƱさǕますŵ 

成࠯  度Ƹ࠰27 0.48ưあǓŴ県内 14市࠯均 0.43を 0.05ȝǤンȈ上回ƬƯい

ますŵ 

  

 

各࠰度決算カȸȉᲢ市ᝠ政課Უ 
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ℳ経常収支比率 

ᝠ政構造Ʒ弾力性Ʒ度合いをЙ断すǔ指標ưŴ市税Ŵ地方交付税等Ʒ経常的Ƴ一般

ᝠ源ӓ入ƴ占めǔŴ人件費Ŵ扶助費Ŵπ債費等Ʒ経常的Ƴ経費Ʒ割合を示すǋƷưあ

ǔこƱƔǒŴ経常ӓ支比率ƕ˯いほƲŴ情勢Ʒ変化ƴ対応ưƖǔᝠ政構造Ʒ弾力性ƕ

あǔƱいえますŵ 

度Ƹ࠰成Წ７࠯  89.1％ưあǓŴ県内 14 市࠯均 90.9％よǓ 1.8 ȝǤンȈ˯くƳ

ƬƯいますŵ 
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ℴ実質π債費比率 

借入᣿Ტ地方債ᲣƷ返済᫇及びこǕƴ準ơǔ᫇Ʒ大Ɩさを数値化しŴ資᣿繰ǓƷ程

度を表す指標ưŴ当ᛆ地方π共団体Ʒ一般会計等ƕ᝟担すǔ元利償還᣿及び準元利償

還᣿Ʒ標準ᝠ政規模ƴ対すǔ比率Ʒ過去３࠰間Ʒ࠯均値ưあǔこƱƔǒŴ実質π債費

比率ƕ˯いほƲŴ返済᫇Ɣǒ見た資᣿繰Ǔƕ健全ưあǔƱいえますŵ 

ƳおŴž地方π共団体Ʒᝠ政Ʒ健全化ƴ関すǔ法ࢷſƴおけǔ健全化Й断比率Ʒ一

ƭưŴ早期健全化基準Ტ黄色信ӭᲣを 25％Ŵᝠ政再生基準Ტ赤信ӭᲣを 35％ƱしƯ

いますŵ 

度Ƹ࠰成Წ７࠯  11.9％ưあǓŴ県内 14市࠯均 9.5％よǓ 2.4ȝǤンȈ高くƳƬ

Ưいますŵ 
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各࠰度決算カȸȉᲢ市ᝠ政課Უ 
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ℵ将来᝟担比率 

将来ᝠ政をן迫すǔ可能性Ʒ度合いを示す指標ưŴ一般会計等ƕ将来᝟担すǂƖ実

質的Ƴ᝟債Ʒ標準ᝠ政規模ƴ対すǔ比率ưあǔこƱƔǒŴ将来᝟担比率ƕ˯いほƲŴ

᝟債᫇Ɣǒ見た資᣿繰Ǔƕ健全ưあǔƱいえますŵ 

ƳおŴž地方π共団体Ʒᝠ政Ʒ健全化ƴ関すǔ法ࢷſƴおけǔ健全化Й断比率Ʒ一

ƭưŴ早期健全化基準Ƹ 350％ƱさǕƯいますŵ 

度Ƹ࠰成Წ７࠯  64.4％ưあǓŴ県内 14 市࠯均 43.0％を 21.4 ȝǤンȈ高くƳ

ƬƯいますŵ 
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各࠰度決算カȸȉᲢ市ᝠ政課Უ 
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５ 国の合併支援措置の活用状況 

 

国Ʒ合併支援措置ƱしƯ設けǒǕたž市町村合併推進体制整備費補助᣿ſƷ活用

状況ƴƭいƯƸŴ࠯成ᲬᲲ࠰度まưƴ限度᫇Ʒ７億５千万ό全᫇Ʒ交付をӖけǔ予

定ưすŵ 

またŴ元利償還᣿Ʒ７Ც％ƕ୍通交付税ư措置さǕǔž合併特例債ſƷ活用ƴƭ

いƯƸŴ࠯成 27࠰度஛まưƴ 127億όを借Ǔ入ǕƯいますŵ 

 

 

≋≔≌市町村合併推進体制整備費補助᣿ 

 

 市町村合併推進体制整備費補助᣿ƸŴ市町村建設計ဒƴ基Ʈくʙ業ƴ対しŴ合併関

係市町村Ʒ人口規模ƴ応ơƯ算出さǕた᫇をŴ市町村建設計ဒƷ期間内ƴ補助すǔ制

度ưすŵ 

 八代市ƕ交付をӖけǔこƱƕưƖǔ補助᣿᫇Ƹ 7 億 5 千万όưŴ࠯成 27 度ま࠰

ưƴ 7 億 4 千万όƷ交付をӖけƯおǓŴ࠯成 28 度内ƴ残᫇Ʒ交付をӖけǔ予定࠰

ưすŵ 
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市町村合併推進体制整備費補助金活用状況 

 

エ࠯成  度繰越ʙ業ƴƭいƯƸ見込ǈ࠰27

  

䠄単位：千円䠅

事䚷䚷䚷業䚷䚷䚷ྡ 事業費 補助金額
総合計⏬策定事業 9,807 9,800

消防団制服統一事業 5,546 5,200

学校施設整備事業 53,917 50,000

学校施設耐震診断事業 11,842 10,000

消防団制服統一事業䠄繰越䠅 30,783 30,000

代陽බ民館施設整備䠄繰越䠅 48,700 48,000

鏡農村環境改善センタ䞊施設整備䠄繰越䠅 45,716 45,000

広域交流地域振興施設整備䠄繰越䠅 99,381 99,300

塩屋⏫通⏫線改良事業䠄繰越䠅 36,308 34,000

学校図書館システム統一䠄繰越䠅 13,412 13,000

㻝㻤年度計 355,412 344,300

総合計⏬策定事業 8,127 8,000

市勢要覧作成 3,465 3,100

農業振興地域整備計⏬策定 4,708 4,700

交通指導員被服統一事業 3,053 3,000

体育指導委員被服統一事業 1,808 1,800

用途地域の見直し及び特別用途地域の指定等検討事業 8,372 5,200

㻝㻥年度計 29,533 25,800

広域交流地域振興施設整備 209,733 115,000

ྠ報系防災通信システム整備䚸統合事業 1,995 1,500

㻞㻜年度計 211,728 116,500

麦島බ民館施設整備事業 39,542 39,500

消防団制服統一事業 4,223 4,221

㻞㻝年度計 43,765 43,721

防災行政無線整備䞉統合事業 53,550 35,000

㻞㻞年度計 53,550 35,000

地形図修正及び作成業務委ク 26,500 26,500

㻞㻟年度計 26,500 26,500

ඵ代市総合計⏬後期基本計⏬策定業務委ク 4,991 4,725

鏡文化センタ䞊施設整備事業 27,248 27,247

㻞㻠年度計 32,239 31,972

総合体育館整備事業 40,047 40,047

㻞㻡年度計 40,047 40,047

市庁舎施設整備事業䠄鏡支所䠅 37,709 9,743

議会中継システム更新 21,298 21,298

㻞㻢年度計 59,007 31,041

市庁舎施設整備事業䠄鏡支所䠅 16,416 16,416

市庁舎施設整備事業䠄東陽支所䠅 9,180 9,180

市庁舎建設事業 756 756

固定資産台帳システム整備事業 10,659 8,583

コンビニ交付事業 8,316 8,316

新市誕生䠍䠌周年グ念市民活動特別支援事業 1,000 1,000

サンライフඵ代改修事業 4,212 3,416

繰 市庁舎建設事業 7,452 7,452

㻞㻣年度計 57,991 55,119

909,772 750,000

25

累計

26

27

繰
越
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20
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≋≕≌合併特例債 

 

合併特例債ƱƸŴ市町村Ʒ合併ƴ伴い特ƴ必要ƱƳǔʙ業ƴƭいƯŴ合併後１５࠰

間*ƴ限ǓŴそƷᝠ源ƱしƯ借Ǔ入ǕǔこƱƕưƖǔ地方債Ტ借᣿ᲣưŴ対象ƱさǕǔ

ʙ業費ƷᲳ５％ƕ借Ǔ入ǕǔこƱƕưƖŴ元利償還᣿Ტ元᣿Ʊ利子を合せƯ返すお᣿Უ

Ʒ７Ც％ƕ୍通交付税ư市ƴ入ƬƯくǔஊ利ƳǋƷưすŵ 

本市Ʒ合併特例債Ʒ࠯成 27 度஛まưƴ借Ǔ入Ǖた᫇Ƹ࠰ 127 億 3,900 万όư

すŵ 

 

起債額

199 
681 

1,364 
1,789 1,929 

1,167 
663 775 578 

1,926 1,668 

起債累計額

12,739 
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2,000
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14,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

百万円

合併特例債の活用状況

 

市ᝠ政課資料 

Ფ ࠯成 成࠯度Ტ࠰度ƱこǕƴ続く１Ცヵ࠰度合併当時ƸŴ合併࠰17 度Უƴ限Ǔႆ࠰27～17

行ƕ認めǒǕƯいたƕŴž東日本大震災ƴよǔ被害をӖけた合併市町村ƴ係ǔ地方債Ʒ特例ƴ関

すǔ法ࢷƷ一部を改ദすǔ法ࢷſƷ施行ƴ伴いŴ新市建設計ဒƷ変更ƴよǓŴ合併࠰度ƱこǕ

ƴ続く１５ヵ࠰度Ტ࠯成  度Უƴ延長さǕƯいǔŵ࠰32～17
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合併特例債活用状況Ტʙ業別Უ 
㸦༢位：百万円㸧

起債許可年度 起債額
H20 85.8

H19～H「0 142.2

H「【～H「】 193.8

H18～H「0 689.3

H1】～H「1繰越 373.1

H1】～H「1 418.1

H1】,H「0～H「1 48.2

H1】～H19 47.0

H「0～H「1 43.9

H「0～H「1繰越 151.5

H19～H「1 266.3

H「0～H「0繰越 366.4

H「0～H「「 14.7

H「0～H「「 445.0

H20 3.3

H「「～H「」繰越 94.9

H「1～H「5 208.8

H「5～H「【 23.5

H18～H「】 1,205.1

H「「～H「5 93.1

H「1繰越～H「】 468.4

H18～H「】 170.8

H「0～H「1繰越 43.6

H1】～H19 471.3

H「1～H「】 262.1

H「【～H「】 976.0

H「【～H「】 746.1

H26 11.6

H19 284.4

H19 218.4

H20 16.0

H「1繰越 27.3

H19 16.4

H19～H「「 463.4

H「0～H「1 213.7

H「1繰越 103.9

H「1繰越 113.1

H「1繰越 18.6

H「0繰越 68.0

H「1繰越,H「」 306.7

H「1繰越 29.1

H「「繰越 225.1

H「「繰越 260.0

H「「繰越 207.7

H「「繰越 81.6

H「5繰越～H「【繰越 365.8

H「「繰越 6.0

H「4～H「【 374.5

H「4～H「5繰越 324.6

H「4～H「5 53.1

H「4,H「【～H「】 252.5

H25 10.6

H「5繰越 2.2

H「5繰越 2.0

H「5繰越 1.9

H「5繰越 13.9

H26 12.8

H「【～H「】 159.3

H27 6.7

H27 60.1

H27 41.4

H26 13.1

H26 17.0

H「」～H「5,H「】 91.9

H「」～H「】 212.4

12,739.1

新ඵ代駅周辺道路整備事業
新ඵ代駅周辺බ園整備事業

事業名
広域交流地域振興施設
万葉の里整備事業
龍峯地区බ園整備事業
障害者施設整備事業

東西࢔クセࢫ道路整備事業

ඵ代中央地区高質空間形成施設整備事業
ඵ代中央地区地域生活基盤整備事業
水辺のプロࢻ࣮ࢼ࣒整備事業
ඵ代中央地区࢔クセࢫ強化事業
日奈久温泉センタ࣮改築事業
日奈久地区බ園整備事業
日奈久地区地域生活基盤整備事業
日奈久地区道路整備事業
日奈久埋立地護岸整備事業
日奈久地区地域生活基盤㸦旧ＪＡ倉庫㸧整備事業
༡໭࢔クセࢫ道路整備事業

植柳小学校体育館新築事業

༡部幹線整備事業
໭部幹線整備事業
西片西宮線整備事業
合併支援道路事業負担金
本町緑地再生事業
鏡消防署庁舎建設事業
防災行政無線整備࣭統合事業
消防無線ࢪࢹタル化࣭高機能指௧センタ࣮整備事業
環境センタ࣮建設事業
千丁体育館耐震改修事業
松高小学校体育館改築事業

ඵ代小学校体育館改築事業

植柳小学校夜間照明整備事業
郡築小学校体育館改築
五中夜間照明整備事業
ඵ中校舎改築事業
ඵ中体育館改築事業
ඵ中プ࣮ル改築事業

松高小学校校舎増築事業
坂本中学校ᢏ術科室解体事業
広場施設整備事業࢕ュニテ࣑ポ࣮ツコࢫ

特別支援学校改築事業
泉中学校校舎耐震改修事業
金剛小校舎改築事業
泉中ࢫク࣮ルバࢫ
第භ中校舎耐震改修事業࠙補正ࠚ
第୍中校舎耐震改修事業࠙補正ࠚ
特別支援校舎耐震改修事業
夜間照明施設整備事業㸦東陽小㸧࠙補正ࠚ
小学校施設整備事業㸦松高小㸧

麦島小学校体育館改築事業
昭和小学校体育館改築事業
種山小学校体育館耐震改修事業
第භ中学校体育館改築事業
第七中学校校舎耐震改修事業
第四中学校体育館改築事業

千丁中プ࣮ル
ඵ中夜間照明施設
坂本中学校体育館耐震事業
஧中校舎改築事業
千丁中学校校舎耐震改修事業

H1】～H「】　合計

東陽交流センタ࣮ࠕせせらぎࠖ施設整備事業
小学校非構造部ᮦ耐震化事業
中学校非構造部ᮦ耐震化事業
小学校耐震化事業
中学校耐震化事業
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≙ π共料᣿等 

 

 π共料᣿等ƴƭいƯƸŴ全体的ƴ上昇しƯいǔ傾向ƴあǓŴ市民Ʒ᝟担感Ƹ増し

Ưいǔ状況ưすŵ 

 こǕƸŴ独立੔算ŴӖ益者᝟担を原則Ʊすǔπ共料᣿等ƴƭいƯŴ高齢化ƴよǔ

給付Ʒ増大や人口減少ƴよǔ᝟担者Ʒ減少ƳƲƴよǓŴ᝟担Ʊ給付ƷȐȩンスƕ変

化したこƱƕ大ƖƳ要因ưあǔƱ考えǒǕますŵ 

またŴ県内都市Ʊ比ǂ大ƖƳ差ƕƳいこƱやŴ消費者物価指数Ტπ共料᣿指数Უ

ƕ上昇しƯ推移しƯいǔこƱƔǒŴπ共料᣿等Ʒ上昇Ƹ全国的Ƴ傾向ưあǔƱ考え

ǒǕますŵ 

 

≋≔≌水道使用料 

  

 上水ᢊ使用料ƴƭいƯƸŴ消費税率ƕ５％ƔǒᲲ％ƴ引Ɩ上ƛǒǕたこƱƴ伴いŴ

成࠯ 度ƴ料᣿改定ƕ行わǕƯいますŵஉ࠰26 10㎥使用した場合ƷȢȇȫケȸスư

ƸŴ八代市 1,160 όŴ八代生活環境ʙ務組合 1,350 όưあǓŴ県内 14 市࠯均

1,417όよǓ˯い状況ưすŵ 

 

1,130 1,130 1,130 1,130 1,130 1,130 1,130 1,130 1,130 

1,160 

八代市
1,160 

1,310 1,310 1,310 1,310 1,310 1,310 1,310 1,310 1,310 

1,350 八代生活環境事務組合
1,350 

県内14市平均
1,417 

1,000

1,050

1,100
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1,200

1,250

1,300

1,350

1,400

1,450

1,500

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

上水道使用料の推移ʤモデルケース：̏̎㎥使用時ʥ

 

市水ᢊ局資料 

エ県内 14市࠯均ƸŴ熊本県市町村要覧ᲢH28.8Უž主Ƴπ共料᣿等Ʒ状況ſを基ƴ算出 
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水道使用料改定の状況 

基本水量 料᣿ 基本水量 料᣿ 基本水量 料᣿
旧八代市 8㎥ ᵖᵏᵗ円 ᵏᵐᵔ円 ᵔᵑ円 8㎥ ᵖᵒᵐ円 ᵏᵐᵗ円 ᵔᵒ円
旧坂本村
旧千丁町 8㎥ ᵏ,ᵎᵓᵎ円 ᵏᵑᵏ円 ᵎ円 8㎥ ᵏ,ᵎᵖᵎ円 ᵏᵑᵓ円 ᵎ円
旧鏡町 8㎥ ᵏ,ᵎᵓᵎ円 ᵏᵑᵏ円 ᵎ円 8㎥ ᵏ,ᵎᵖᵎ円 ᵏᵑᵓ円 ᵎ円
旧東陽村 8㎥ ᵏ,ᵎᵓᵎ円 ᵏᵑᵏ円 ᵎ円 8㎥ ᵏ,ᵎᵖᵎ円 ᵏᵑᵓ円 ᵎ円
旧泉村 8㎥ ᵏ,ᵎᵓᵎ円 ᵏᵑᵏ円 ᵎ円 8㎥ ᵏ,ᵎᵖᵎ円 ᵏᵑᵓ円 ᵎ円
旧八代市 8㎥ ᵏ,ᵓᵎᵎ円 ᵐᵎᵎ円 ᵔᵎ円 8㎥ ᵏ,ᵑᵔᵓ円 ᵏᵒᵕ円 ᵔᵑ円 8㎥ ᵏ,ᵒᵎᵒ円 ᵏᵓᵏ円 ᵔᵒ円
旧坂本村 5㎥ ᵏ,ᵎᵓᵎ円 ᵏᵎᵓ円 ᵏᵎᵓ円 8㎥ ᵏ,ᵑᵔᵓ円 ᵏᵒᵕ円 ᵔᵑ円 8㎥ ᵏ,ᵒᵎᵒ円 ᵏᵓᵏ円 ᵔᵒ円
旧千丁町
旧鏡町

河俣地区 5㎥ ᵏ,ᵎᵓᵎ円 ᵏᵎᵓ円 ᵏᵎᵓ円 8㎥ ᵏ,ᵑᵔᵓ円 ᵏᵒᵕ円 ᵔᵑ円 8㎥ ᵏ,ᵒᵎᵒ円 ᵏᵓᵏ円 ᵔᵒ円
箱石地区 10㎥ ᵕᵎᵎ円 ᵓᵔ円 ᵏᵎᵓ円 10㎥ ᵗᵏᵎ円 ᵕᵖ円 ᵔᵑ円 10㎥ ᵗᵑᵔ円 ᵖᵎ円 ᵔᵒ円
打越地区 5㎥ ᵏ,ᵓᵕᵓ円 ᵏᵎᵓ円 ᵏᵎᵓ円 8㎥ ᵏ,ᵑᵔᵓ円 ᵏᵒᵕ円 ᵔᵑ円 8㎥ ᵏ,ᵒᵎᵒ円 ᵏᵓᵏ円 ᵔᵒ円
落合Ὁ椎原地区 8㎥ ᵏ,ᵑᵔᵓ円 ᵏᵒᵕ円 ᵔᵑ円 8㎥ ᵏ,ᵒᵎᵒ円 ᵏᵓᵏ円 ᵔᵒ円
放任給水地区

超過料᣿
ίᵏ㎥ὸ

メὊタὊ
貸付料

基本料᣿ 超過料᣿
ίᵏ㎥ὸ

メὊタὊ
貸付料

ί定額制ὸ月額ᵓᵑᵎ円

基本料᣿ 超過料᣿
ίᵏ㎥ὸ

メὊタὊ
貸付料

上水道

簡易
水道 旧東陽村

旧泉村 ί定額制ὸ月額ᵒᵎ円
ί定額制ὸ月額ᵒᵎ円 ί定額制ὸ月額ᵓᵐᵎ円

Hᵏᵕ～ Hᵐᵑ～ Hᵐᵔ～
基本料᣿

 

市水ᢊ局資料 

料᣿ƸŴ使用水量ƴ応ơŴ基本料᣿及び超過料᣿並びƴメȸǿȸ使用料Ʒ合計᣿᫇Ტ10ό未満Џ捨Ưȷ

消費税込ǈᲣƱƳǓますŵメȸǿȸ᝱付料ƸŴ家庭ư一般的ƴ使用すǔ口ࢲ 13 ㎜ư表示ŵ 
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≋≕≌ɦ水道使用料 

 

 ɦ水ᢊ使用料ƴƭいƯƸŴஉ 20㎥使用した場合ƷȢȇȫケȸスưƸŴ࠯成 ࠰17

度ƴ旧八代市ƕ 2,790όŴ旧千ɠ町ȷ旧鏡町ƕ 2,620όưあƬたƷƴ対しŴ段階的

Ƴ料᣿改定ƴよǓŴ࠯成 度Ƹ࠰27 3,470όƱƳƬƯいますŵ 

 

2,970 2,970 2,970 2,970 

3,210 3,210 3,210 

3,300 

八代市
3,470 

旧八代市
2,790 2,790 2,790 

旧千丁町・旧鏡町
2,620 2,620 2,620 

県内14市平均
3,142 

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

下水道使用料の推移ʤモデルケース：̐̎㎥使用時ʥ

 

市ɦ水ᢊ総務課資料 

エ県内 14市࠯均ƸŴ熊本県市町村要覧ᲢH28.8Უž主Ƴπ共料᣿等Ʒ状況ſを基ƴ算出 
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下水道使用料改定の状況 

㸦税抜㸧 

基本料金 8㎥まで 8７6円 8㎥まで ６１５５５円 8㎥まで ６１５５５円 8㎥まで ６１５8５円 8㎥まで ６１６７５円
超過料金 9～８５㎥ ６5８円 9㎥～ ６７5円 9～８５㎥ ６5８円 9～８５㎥ ６65円 9～７５㎥ ６75円
ʤ６㎥につきʥ ８６㎥～ ６6８円 ８６㎥～ ６6８円 ８６㎥～ ６76円 ７６～８５㎥ ６8５円

８６～5５㎥ ６9５円
5６～６５５㎥ ６95円
６５６㎥～ ７５5円

公衆浴場汚水
ʤ６㎥につきʥ

７５円 ７5円 ７5円 ７7円 ７9円

旧八代市 旧千丁町・旧鏡町
H７7～H７８～H６9～

合併時

  

市ɦ水ᢊ総務課資料 

料᣿ƸŴ使用水量ƴ応ơŴ基本料᣿及び超過料᣿Ʒ合計᣿᫇ƴ消費税を加算した᫇Ტ10ό未満Џ捨ƯᲣ

ƱƳǓますŵ 
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≋≖≌保育料 

 

 保育料ƴƭいƯƸŴ共働Ɩ世帯Ტ扶養義務者Ʒ合算した市民税所得割課税᫇Წ３万

όŴ子１人Ტ３歳児ᲣƷ場合Ʒஉ᫇Უư試算したȢȇȫケȸスưƸŴ࠯成 度ƴ࠰17

25,000όưあƬたƷƴ対しŴ࠯成 度Ƹ࠰27 29,500όƱƳƬƯいますŵ 

こǕƸŴ合併前Ʒ旧市町村ư大Ɩく開ƖƷあƬた保育料ᲢȢȇȫケȸスưƸ最高

34,000 ό～最˯ 25,500 όƷ差ᲣƷ調整ƷためŴ合併協議ƴよǓ࠯成 17 度Ɣ࠰

ǒ࠯成１Ჳ࠰度まưƷ保育料᫇ƕ定めǒǕŴ段階的Ƴ調整ƕ行わǕたこƱƴよǔǋƷ

ưすŵ 

 

25,000 

29,000 

30,000 
八代市
29,500 

旧八代市 34,000 

坂本村 29,000 

千丁町 26,000 

鏡町 25,500 

東陽村 27,000 

泉村 31,000 

県内14市平均
28,929 

23,000

25,000

27,000

29,000

31,000

33,000

35,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

保育料の推移ʤモデルケース*ʥ

 

市こƲǋ未来課資料 

エȢȇȫケȸス＝共働Ɩ世帯Ტ扶養義務者Ʒ合算した市民税所得割課税᫇Წ３万όŴ子１人Ტ３

歳児ᲣƷ場合Ʒஉ᫇Უư試算ŵあくまưǋȢȇȫケȸスưあǓŴ実ᨥƷ保育料ƸそǕƧǕƷ状況

Ტ所得Ŵ࠰齢Ŵ軽減措置等Უư異ƳǓますŵ 

エH17～H19Ƹ合併協定ƴよǓ定めǒǕた᫇ 

エ県内 14市࠯均ƸŴ熊本県市町村要覧ᲢH28.8Უž主Ƴπ共料᣿等Ʒ状況ſを基ƴ算出 
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≋≗≌国民健康保険税 

 

 国民健康保険税ƴƭいƯŴ࠯成 成࠯度Ʊ࠰17 度を比較すǔƱŴ1世帯当た࠰27

ǓƷ࠰間税᫇Ƹ171,430όƔǒ150,091όƴ21,339ό少ƳくƳƬƯいますƕŴ

一人当たǓƷ࠰間税᫇Ƹ 79,853όƔǒ 84,717όƴ 4,864ό増えƯいますŵ 

 こǕƸŴ75 歳以上ƕ後期高齢者Ҕ療保険ǁ移行したこƱや１世帯当たǓ人数Ʒ減

少Ŵ課税限度᫇Ʒ引Ɩ上ƛƕ主Ƴ要因ưすŵ 

 

世帯数
29,395戸

29,603 29,725

22,892 22,931 22,882 22,812 22,651 22,448 22,228
21,956戸

被保険者数
63,106人

62,144 61,345

44,278 43,912 43,438 42,670 41,882 41,095 40,065

38,899人

171,430円
162,635 159,695

166,751 164,260

154,782 157,181 158,167 155,220
151,914

1世帯当たり
150,091円

79,853円
77,473 77,381

86,212 85,777
81,535 84,031 85,541 84,789 84,282

1人当たり
84,717円

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

国民健康保険税の推移ʤ世帯あたり・一人当たりʥ

 

市国保ƶǜƖǜ課資料 

エ࠯成 度ƔǒŴ後期高齢者Ҕ療保険ǁ࠰20 75歳以上ƕ移行したためŴ世帯数ȷ被保険者数ƕ減少 
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国民健康保険税Ʒ推移 

応能分 所得割率 11.7% 11.9% 11.9% 9.5% 9.5% 9.5% 9.5% 9.5% 9.5% 9.5% 9.5% 9.6%

均等割額ʤ円ʥ 32,400 31,000 31,000 24,800 24,800 24,800 24,800 24,800 24,800 24,800 24,800 24,800

平等割額ʤ円ʥ 33,000 24,000 24,000 19,200 19,200 19,200 19,200 19,200 19,200 19,200 19,200 19,200

530,000 530,000 560,000 470,000 470,000 500,000 510,000 510,000 510,000 510,000 520,000 540,000

応能分 所得割率 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 3.9%

均等割額ʤ円ʥ 6,200 6,200 6,200 6,200 6,200 6,200 6,200 6,200 6,200

平等割額ʤ円ʥ 4,800 4,800 4,800 4,800 4,800 4,800 4,800 4,800 4,800

120,000 120,000 130,000 140,000 140,000 140,000 160,000 170,000 190,000

応能分 所得割率 1.5% 1.9% 1.9% 1.9% 1.9% 1.9% 1.9% 1.9% 1.9% 1.9% 1.9% 2.9%

均等割額ʤ円ʥ 7,100 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

平等割額ʤ円ʥ 5,000 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700 5,700

80,000 90,000 90,000 90,000 90,000 100,000 120,000 120,000 120,000 140,000 160,000 160,000

H17 H18 H19 H20 H21 H28

基礎課税分
ʤ医療分ʥ

応益分

課税限度額ʤ円ʥ

後期高齢者医療
支援金課税分

応益分

課税限度額ʤ円ʥ

H22 H23 H24 H25 H26 H27

介護納付金
課税分

応益分

課税限度額ʤ円ʥ
 

Ƃ応能Ўȷ応益ЎƴƭいƯƃ 

 国民健康保険税Ƹ地方税法ƴ基ƮくǋƷưあǔƕŴ純粋Ƴ所得ƴ対すǔ課税ưあǔ˰民税ƱᢌいŴ

Ҕ療保険Ʒ掛け᣿Ʒ側面ƕあǔŵそƷためŴ担税力ƴ応ơた課税Ʒ応能ЎᲢ＝所得割ᲣƱҔ療給付ƷӖ

益者ƱしƯƷ᝟担ЎƷ応益ЎᲢ＝均等割ȷ࠯等割Უを合わせた᫇ƕ課税さǕǔŵ 

応能Ў･･･ 所得割 ＝ 所得᣿᫇ を 33万ό 不 所得割税率 

応益Ў･･･ 均等割 ＝ 均等割᫇Ტエ被保険者一人当たǓ定᫇Უ  不 被保険者数 

 等割᫇Ტエ一世帯当たǓ定᫇Უ࠯ ＝ 等割࠯               
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≋５≌ʼ護保険料 

 

 介護保険料ƴƭいƯƸŴ࠯成18࠰度Ʒ基準᫇ƕஉ᫇4,390όưあƬたƷƴ対しŴ

成࠯ 度Ʒ基準᫇Ƹஉ᫇࠰28 5,800όƱ 1,410ό増えƯいますŵ 

 こǕƸŴ高齢化ƴよǔ介護サȸビス利用者Ʒ増加ƔǒŴ給付ʙ業費ƕ増大したためŴ

保険料ƴƭいƯǋ上昇したǋƷưすŵ 

 県内 14市࠯均 5,712όƱ比較すǔƱ 88ό高い状況ưすŵ 

 

4,390 4,390 4,390 4,390 4,390 4,390 

5,400 5,400 5,400 

5,800 

八代市
5,800 

坂本村 3,291 
千丁町 3,490 

鏡町 4,064 

東陽村 3,753 

泉村 3,086 

県内14市平均
5,712 

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

介護保険料ʤ基準額・月額ʥ

 

エ上記Ʒ介護保険料᫇Ƹ基準᫇ưすŵ実ᨥƷ介護保険料ƸŴ各個人Ʒ前࠰Ʒ所得状況等ƴよǓ 

Ჳ段階ƴ区ЎさǕƯいますŵᲢ基準᫇不0.45～基準᫇不1.7Უ 

市長ݤ支援課資料 

県内 14市࠯均ƸŴ熊本県市町村要覧ᲢH28.8Უž主Ƴπ共料᣿等Ʒ状況ſを基ƴ算出 
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介護保険料Ტ第Ჰ期：࠯成 成࠯～度࠰27  度Უ࠰29

市民税 収入等

第̏段階
生活保護・老齢福祉年金受給者等
年金収入＋合計所得　8５万円以下

0.45 2,610 31,300

第̐段階 年金収入＋合計所得　8５万円超６７５万円以下 0.75 4,350 52,200

第̑段階 年金収入＋合計所得　６７５万円超 0.75 4,350 52,200

第̒段階 年金収入＋合計所得　8５万円以下 0.90 5,220 62,600

第̓段階 年金収入＋合計所得　8５万円超 基準 5,800 69,600

第̔段階 合計所得　６７５万円未満 1.20 6,960 83,500

第̕段階 合計所得　６７５万円以上６9５万円未満 1.30 7,540 90,500

第̖段階 合計所得　６9５万円以上７9５万円未満 1.50 8,700 104,400

第̗段階 合計所得　７9５万円以上 1.70 9,860 118,300

年額
対象者

世帯
非課税

本人
非課税

本人
課税

所得段階
区分

料率 月額

 



56 

≋≙≌有料指定袋 

 

 ஊ料指定袋ƴƭいƯƸŴ࠯成 度ƴ価格ƕ１枚当たǓ࠰18 50όƴ統一さǕŴそƷ

後Ʒ改定Ƹ行わǕƯいませǜŵ 

 

50 50 

旧八代市
旧坂本村

50 

旧千丁町・泉村 20 

旧鏡町 22.5 

旧東陽村 15 
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H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

有料指定袋販売価格ʤ̒̓Ｌ袋・̏枚あたりʥ

 

エ合併協定ƴよǓ H18ƴ価格ƕ統一さǕたŵ 

エ45L袋ư比較Ტ旧鏡町Ƹ 30L袋ưあƬたためŴ᣿᫇を 45L換算ƱしたᲣ 
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≚ ˰民自治 

 

 本市ƴおけǔ˰民自治Ʒ推進ƴƭいƯƸŴ新市建設計ဒƴおいƯž˰民自治ƴよ

ǔまちƮくǓƷ推進ſƕ掲ƛǒǕŴそƷ方向性ƕ示さǕましたŵ 

合併後ƴおいƯƸŴ˰ 民自治ƷあǓ方Ʒ検討機関ƱしƯˮ置付けǒǕた地域審議

会ƔǒƷ答申を基ƴŴ࠯成 度ƴž˰民自治ƴよǔまちƮくǓ基本指針ſを策࠰19

定しましたŵ 

さǒƴ基本指針Ʒ実現Ʒためƴž八代市˰民自治ƴよǔまちƮくǓ行動計ဒſᲢ前

期：࠯成 成࠯：度Ŵ後期࠰26～22 度Უを策定しŴさまƟまƳ施策を࠰３１～27

展開しƯƖましたŵ 

ƱǓわけŴ概ƶ小学校単ˮを基礎Ʊした地域協議会ƴƭいƯƸŴ˰民自治Ʒ根࠴

を担う組織ƱしƯ設置を推進しŴ࠯成 ࠰26 4உƴƸ市内全地域ƴおいƯ設置さǕ

ましたŵ 

またŴ࠯成 ࠰29 4உƴƸ地域活動Ʒਗ点ƱしƯ各校区ƴコȟュȋȆǣセンǿȸ

ƕ設置さǕましたŵ 

 

地域協議会≋˰民自治組織≌ 

  

 地域協議会ƴƭいƯƸŴ࠯成 度ƴ᣿剛Ŵ代陽Ŵ麦島Ʒ࠰23 3校区ư設置さǕたこ

Ʊを皮ЏǓƴŴ࠯成 度ƴƸ全࠰26 21校区ƴおいƯ設置ƕ完了しましたŵ 
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地域協議会数の推移

 

市 市民活動政策課資料 

 



58 

地域協議会一覧Ტ設立࠰உ日順Უ 

校区Ӹ Ӹ称 設立࠰உ日

᣿剛 ᣿剛まちƮくǓ協議会 3உ9日࠰成24࠯

代陽 代陽校区˰民自治推進協議会 3உ23日࠰成24࠯

麦島 麦島˰民自治協議会 3உ28日࠰成24࠯

ʚ見 ʚ見˰民自治協議会 4உ2画日࠰成24࠯

東陽 東陽まちƮくǓ協議会 拠உ8日࠰成24࠯

宮地東 東町地域まちƮくǓ協議会 2உ17日࠰成2拠࠯

八代 八代校区˰民自治協議会 3உ24日࠰成2拠࠯

八千把 八千把校区まちƮくǓ協議会 3உ27日࠰成2拠࠯

太田郷 明日Ʒ希望を創ǔまちƮくǓ太田郷協議会 3உ29日࠰成2拠࠯

千ɠ 千ɠ校区まちƮくǓ協議会 4உ14日࠰成2拠࠯

龍峯 龍峯校区まちƮくǓ協議会 4உ14日࠰成2拠࠯

昭和 昭和まちƮくǓ協議会 4உ2拡日࠰成2拠࠯

ౡ柳 ౡ柳校区˰民自治協議会 拠உ1画日࠰成2拠࠯

日奈久 日奈久˰民自治会 拡உ1拡日࠰成2拠࠯

泉 泉まちƮくǓ協議会 3உ8日࠰成2拡࠯

坂本 坂本˰民自治協議会 4உ11日࠰成2拡࠯

郡築 郡築汐風まちƮくǓ協議会 4உ14日࠰成2拡࠯

高田 高田まちƮくǓ協議会 4உ24日࠰成2拡࠯

鏡 鏡まちƮくǓ協議会 4உ27日࠰成2拡࠯

宮地 まちƮくǓ協議会ǈやơ 4உ27日࠰成2拡࠯

松高 松高自治協議会 4உ29日࠰成2拡࠯
 

市 市民活動政策課資料 
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≛ 市民意識調査 

 

≋≔≌調査概要 

Ⅎ調査の目的 

本調査ƸŴ市Ʒ現状や将来ƴƭいƯƷ市民Ʒ意識を把握しŴ࠯成 度ƔǒƷ行࠰30

政施策や市民生活及び地域活動Ʒ指針ƱƳǔ次Ʒž八代市総合計ဒſ策定Ʒ基礎資料

ƱすǔこƱを目的ƱしƯ実施しましたŵ 

 

ℳ調査の実施方法 

調査ƸŴ以ɦƷ方法ƴよǓ実施しましたŵ 

1 調査対象者

Ʊਁ出方法 
18歳以上Ʒ市民Ʒ方Ɣǒ無作ໝƴਁ出した 3,000人 

2 調査方法 郵送調査法 

3 調査期間 ࠯成ᲬᲲ࠰Ჳஉ１日～࠯成ᲬᲲ࠰Ჳஉ１Ჰ日 

4 回ӓ状況 

配ࠋ数   3,000 

回ӓ数     992 

回ӓ率    33.1％ 

 

 

ℴ調査結果利用ɥの留意事項 

 ○回答比率ƸŴ小数点第Წˮを四捨五入しƯいますƷưŴ合計ƕ 100％ƴƳǒƳ

いこƱƕあǓますŵ 

○Წƭ以上Ʒ回答を求めたᲢ複数回答Უ質問Ʒ場合ŴそƷ回答比率Ʒ合計Ƹ原則Ʊ

しƯ 100％を超えますŵ 

 ƴ表示さǕたžｎſƸŴ回答者数を示しƯいますŵ׋○ 
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男

43.2%

女

55.6%

無回答

1.1%

全体(n=992)

䠍䠌歳代

0.5%
䠎䠌歳代

5.4%

䠏䠌歳代

8.6%

䠐䠌歳代

10.7%

䠑䠌歳代

15.3%

䠒䠌歳代

25.4%

䠓䠌歳代

20.5%

䠔䠌歳以ୖ

13.1%

無回答

0.5%

全体(n=992)

会社員、බ務員䛺䛹

18.8%

商䞉工䞉サ䞊ビ䝇業等

の自営業、会社役員

9.4%

農林水産業

6.9%

䝟䞊トタ䜲䝬䞊、

䜰ル䝞䜲ト

11.0%

主婦䞉主ኵ

14.4%

学生

1.9%

無職

30.7%

その他

5.1%

無回答

1.8%

全体(n=992)

ℵ回答者属性 

ஊ効回答ƷあƬた 992人Ʒ属性ƸŴ以ɦƷƱおǓưすŵ 

 

Ƃ性別ƃ                 Ƃ࠰齢ƃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ƃ職業ƃ                
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5.4

4.1

12.1

3.0

6.6

10.6

8.9

5.8

4.4

3.3

1.9

3.4

0.7

1.3

1.1

4.7

6.1

10.8

2.6

2.0

0.9

0 2 4 6 8 10 12 14

代陽校区

ඵ代校区

ኴ田郷校区

植柳校区

麦島校区

松高校区

ඵ千把校区

高田校区

金剛校区

郡築校区

宮地校区

日奈久校区

昭和校区

஧見校区

龍峯校区

坂本校区

千丁校区

鏡校区

東陽校区

泉校区

無回答
全体(n=992)

(%)

䠍年未満

3.6%
䠍～䠑年未満

7.5%

䠑～䠍䠌年未満

6.9%

䠍䠌年～䠎䠌年未満

13.8%

䠎䠌年以ୖ

67.7%

無回答

0.5%

全体(n=992)

Ƃ居˰地域ƃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ƃ居˰࠰数ƃ 
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評価し䛶い䜛

5.4%

あ䜛程度評価

し䛶い䜛

21.0%

変わ䜙䛺い

26.6%

あ䜎䜚評価

し䛺い

16.2%

評価し䛺い

7.8%

分䛛䜙䛺い

17.4%

無回答

5.5%

全体(n=992)

≋≕≌市町村合併の全体的↙評価 

 

市町村合併Ʒ全体的Ƴ評価ƴƭいƯǈǔƱŴž評価しƯいǔſƕ 5.4％Ŵžあǔ程

度評価しƯいǔſƕ 21.0％Ŵ合計した評価率Ƹ 26.4％Ŵ約 4人ƴ 1人ƱƳƬƯ

いますŵ 

一方Ŵɧ評率ǋ 24.0％Ტž評価しƳいſ7.8％ᲥžあまǓ評価しƳいſ16.2％Უ

ưŴ拮抗しƯいますŵ 

そƷ他Ŵž変わǒƳいſƕ 26.6％ŴžЎƔǒƳいſƕ 17.4％ƱƳƬƯいますŵ 

こƷようƴŴ市町村合併ƴƭいƯƸŴ市民Ʒ評価ƕЎƔǕƯいますŵ 

Ƃ属性別特徴ƃ 

 ࠰齢別ƴǈǔƱŴ50 歳代Ʊ 60 歳代ưƸŴɧ評率ƕ評価率を上回ƬƯおǓŴ厳

しい評価ƱƳƬƯいますŵそƷ他Ʒ࠰齢層ưƸŴ評価率ƕɧ評率を上回ƬƯいま

すŵ特ƴŴ20歳代以ɦưƸŴ評価率ƕ 33.9％Ʊ最ǋ多くŴɧ評率ƕ 10.2％Ʊ

最ǋ少ƳくƳƬƯいますŵ 

 居˰地区別ƴǈǔƱŴ旧泉村Ŵ旧坂本村Ŵ旧鏡町ưƸɧ評率ƕ評価率を上回ƬƯ

いますŵ特ƴŴ旧泉村ưƸɧ評率ƕ 40.0％Ʊ多くƳƬƯいますŵ 

 

設問 市町村合併の全体的↙評価 

市町村合併Ʒ全体的Ƴ評価ƴƭいƯŴあƳたƷ考えƴ一番近いǋƷを次ƷĬ～ı

Ʒ中Ɣǒ 1ƭƩけ選ǜưくƩさいŵ 

Ĭ評価しƯいǔ    ĭあǔ程度評価しƯいǔ   Į変わǒƳい 

  įあまǓ評価しƳい  İ評価しƳい       ıЎƔǒƳい 

 

Ⅎ全体的↙評価 

 市町村合併Ʒ全体的Ƴ評価ƴƔƔǔ回答結果Ƹ以ɦƷƱおǓưすŵ 
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5.4

6.1

5.1

8.5

4.7

8.5

2.6

3.2

7.4

6.9

4.3

5.4

7.4

7.3

4.9

5.6

4.3

4.6

6.4

14.8

4.7

3.8

5.0

21.0

22.6

19.7

25.4

22.4

19.8

20.4

23.8

19.2

16.9

19.4

17.2

22.1

27.5

18.9

20.0

27.1

21.1

12.8

19.7

24.3

23.1

15.0

26.6

24.5

28.4

25.4

22.4

38.7

33.6

29.4

18.2

20.0

39.2

26.9

16.2

27.5

32.2

21.6

14.3

29.2

29.8

26.2

15.0

7.7

20.0

16.2

18.6

14.7

3.4

9.4

15.1

21.7

19.0

18.2

12.3

12.4

23.7

26.5

8.3

13.3

16.7

24.3

13.4

23.4

19.7

28.0

15.4

35.0

7.8

8.9

6.9

6.8

8.2

3.8

6.6

9.5

7.4

10.0

5.4

5.4

10.3

11.0

7.0

9.2

5.7

8.2

6.4

4.9

7.5

11.5

5.0

17.4

14.5

20.1

30.5

28.2

13.2

12.5

11.5

20.7

20.8

17.7

16.1

5.9

18.3

17.5

20.0

18.6

19.1

10.6

11.5

15.0

15.4

10.0

5.5

4.9

5.1

0.0

4.7

0.9

2.6

3.6

8.9

13.1

1.6

5.4

11.8

0.0

6.3

6.9

5.7

4.4

10.6

3.3

5.6

23.1

10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体

(n=992)

男

(n=429)

女

(n=552)

20歳代以ୗ

(n=59)

30歳代

(n=85)

40歳代

(n=106)

50歳代

(n=152)

60歳代

(n=252)

70歳代

(n=203)

80歳以ୖ

(n=130)

会社員等

(n=186)

自営䞉会社

役員(n=93)

農林水産業

(n=68)

ﾊ䢛䡬ﾄ･䡭ﾙﾊ䢚䡮ﾄ

(n=109)

主婦䠄ኵ䠅

(n=143)

無職

(n=305)

その他

(n=70)

旧ඵ代市

(n=722)

旧坂本村

(n=47)

旧千丁町

(n=61)

旧鏡町

(n=107)

旧東陽村

(n=26)

旧泉村(n=20)

評価し䛶い䜛 あ䜛程度評価

し䛶い䜛

変わ䜙䛺い あ䜎䜚評価

し䛺い

評価し䛺い 分䛛䜙䛺い 無回答

性

別

居

住

地

区

別

年

齢

別

職

業

別

ṟ回答者属性別の結果 

性別ȷ࠰齢ȷ職業ȷ居˰地域別Ʒ結果Ƹ以ɦƷƱおǓưすŵ 
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≋≖≌個別評価 

 

設問 行政サ∞ビ⇟や生活環境の変化↚かか↺評価 

次Ʒ᪮目ƴƭいƯŴ市町村合併Ʒ前後ưƲƷようƴ変化したƔŴあƳたƷ考えƴ

一番近いǋƷを次ƷĬ～ıƷ中Ɣǒ１ƭƩけ選ǜưくƩさいŵ 

ĬƱƯǋ良くƳƬた ĭ少し良くƳƬた   Į変わǒƳい 

  į少し悪くƳƬた  İƱƯǋ悪くƳƬた ıЎƔǒƳい 

 

Ⅎɥˮ項目 

ž良くƳƬたǋƷſƱž悪くƳƬたǋƷſƷ上ˮ１Ც᪮目ƸŴ以ɦƷƱおǓưすŵ 

○良く↙った↱のᲢžƱƯǋ良くƳƬたſᲥž少し良くƳƬたſᲣ 

△悪く↙った↱のᲢžƱƯǋ悪くƳƬたſᲥž少し悪くƳƬたſᲣ 

1ˮ 

2ˮ 

3ˮ 

4ˮ 

5ˮ 

6ˮ 

7ˮ 

8ˮ 

9ˮ 

10ˮ 

窓口サȸビスᲢ利便性ȷ相談等ǁƷ対応Უ ········ 31.8％ 

ᢊ路や上ɦ水ᢊ等Ʒ整備 ················ 29.5％ 

高齢者福祉サȸビス ·················· 27.5％ 

行政ƔǒƷ情報提供 ·················· 27.4％ 

防災Ʒ体制ȷ対策 ··················· 25.9％ 

路線ȐスŴʈ合ǿクシȸ等Ʒπ共交通Ʒ利便性 ······ 24.9％ 

専門職員ƴよǔ行政サȸビス(保健師ƴよǔ保健指ݰƳƲᲣ · 23.5％ 

π共施設Ტ׋書館Ŵ体育館等ᲣƷ利便性 ········· 21.8％ 

日常的Ƴᝰい物環境 ·················· 20.6％ 

子育Ư支援 ······················ 19.7％ 

1ˮ 

2ˮ 

3ˮ 

4ˮ 

5ˮ 

6ˮ 

7ˮ 

8ˮ 

9ˮ 

10ˮ 

地域Ʒ活気ȷƴƗわい ················· 37.6％ 

π共料᣿Ʒ᝟担Ტ使用料ȷ手数料等Უ ·········· 26.0％ 

路線ȐスŴʈ合ǿクシȸ等Ʒπ共交通Ʒ利便性 ······ 25.9％ 

コȟュȋȆǣᲢ集落ᲣƷ絆ȷƭƳƕǓ ·········· 24.3％ 

日常的Ƴᝰい物環境 ·················· 21.9％ 

行政ƔǒƷ補助᣿ȷ助成᣿ƴよǔ支援 ·········· 17.7％ 

産業振興ȷᨽ用対策 ·················· 17.1％ 

地域ư生活や活動をしƯいくこƱƷ安心感や期ࢳ感 ···· 16.1％ 

地域ƷǤメȸǸや知Ӹ度 ················ 13.9％ 

地域間Ʒ連携ȷ交流 ·················· 13.8％ 
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11.6

6.1

5.0

3.7

6.3

2.6

2.6

4.7

0.9

1.8

1.9

3.5

4.5

2.0

3.8

1.1

1.9

1.3

1.7

1.6

1.1

2.0

2.1

4.1

2.8

1.8

1.4

20.2

17.4

22.4

16.0

21.2

12.7

10.7

20.2

5.1

13.7

14.3

18.3

25.0

14.1

22.1

6.3

8.7

10.8

8.5

11.4

3.2

10.3

11.7

16.5

13.0

12.5

10.0

38.1

34.8

42.4

27.9

30.6

30.0

33.4

26.8

39.1

39.9

47.4

48.3

44.2

30.4

41.2

41.0

47.8

40.3

35.5

38.5

44.8

32.1

40.0

45.6

47.5

49.6

50.2

7.7

3.6

5.0

3.3

7.4

3.8

5.2

15.1

12.2

8.7

10.5

5.9

5.4

10.0

5.7

23.8

19.0

8.8

9.1

9.0

19.2

12.2

5.8

13.7

8.0

11.0

10.6

2.8

1.3

1.6

0.8

1.4

1.0

1.4

10.8

4.9

3.4

3.4

1.8

3.2

3.5

1.5

13.8

5.3

1.6

3.5

3.7

6.8

5.5

1.6

8.2

2.3

5.1

3.2

12.6

28.2

14.7

37.7

25.9

40.5

36.1

14.8

27.9

23.0

13.2

13.3

10.3

31.4

17.2

6.4

9.8

28.2

32.7

27.1

16.8

29.5

29.6

4.7

17.1

11.9

16.3

7.1

8.5

8.8

10.5

7.3

9.3

10.6

7.6

9.8

9.5

9.3

8.8

7.4

8.6

8.4

7.7

7.6

9.0

9.1

8.7

8.2

8.4

9.1

7.2

9.3

8.1

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

窓口サ䞊ビ䝇䠄利便性䞉相談等への対応䠅

専門職員䛻䜘䜛行政サ䞊ビ䝇(保健師䛻䜘䜛

保健指ᑟ䛺䛹䠅

行政䛛䜙の情報提供

子育䛶支援

高齢者福祉サ䞊ビ䝇

障䛜い者䠄児䠅福祉サ䞊ビ䝇

ᑠ学校䞉中学校等の教育環境

路線䝞䝇、乗合タク䝅䞊等のබ共交通の利便性

産業振興䞉㞠用対策

観光振興

地域の䜲メ䞊䝆や知名度

බ共施設䠄図書館、体育館等䠅の利便性

道路やୖୗ水道等の整備

行㈈政の効率化䠄職員削減やබ共施設の

統廃合䛺䛹䠅

防災の体制䞉対策

地域の活気䞉䛻䛞わい

コ䝭ュニテ䜱䠄㞟落䠅の絆䞉䛴䛺䛜䜚

住民主体の取䜚組䜏䠄市民主体の䜲ベント、

自治会䞉㹌㹎㹍の活動等䠅

行政への市民意見の反映䠄地域要望制度、市長

テ䞊䝬ト䞊ク、市長への手紙、市議会䛺䛹䠅

地域の䜎ち䛵䛟䜚活動への支援

බ共料金の㈇担䠄使用料䞉手数料等䠅

行政䛛䜙の補助金䞉助成金䛻䜘䜛支援

地域の伝統文化の保存䞉継承への支援

日常的䛺買い物環境

市主催の䜲ベント䞉行஦

地域䛷生活や活動をし䛶い䛟こ䛸の安心感や

期待感

地域間の連携䞉交流

䛸䛶も

良䛟䛺䛳た

少し良䛟

䛺䛳た

変わ䜙䛺い 少し悪䛟

䛺䛳た

䛸䛶も

悪䛟䛺䛳た

分䛛䜙䛺い 無回答

ℳ 項目別評価 

行政サȸビスや生活環境Ʒ変化ƴ関すǔ᪮目別Ʒ評価Ƹ以ɦƷƱおǓưすŵ 
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ℴ地域別のɥˮ項目 

ž良くƳƬたǋƷſƱž悪くƳƬたǋƷſƴƭいƯŴ࠯均スコǢᲤƴよǔ居˰地区

別Ʒ順ˮƸ以ɦƷƱおǓưすŵ 

 

○良く↙った↱の 

ż旧八代市Ž

1ˮ 専門職員ƴよǔ行政サȸビスᲢ保健師ƴよǔ保健指ݰƳƲᲣ 3.421

2ˮ 窓口サȸビスᲢ利便性ȷ相談等ǁƷ対応Უ 3.402

3ˮ 子育Ư支援 3.375

ż旧坂本村Ž

1ˮ 行政ƔǒƷ情報提供 3.378

2ˮ 窓口サȸビスᲢ利便性ȷ相談等ǁƷ対応Უ 3.341

3ˮ 専門職員ƴよǔ行政サȸビスᲢ保健師ƴよǔ保健指ݰƳƲᲣ 3.314

ż旧千ɠ町Ž

1ˮ 高齢者福祉サȸビス 3.583

2ˮ 防災Ʒ体制ȷ対策 3.548

3ˮ π共施設Ტ׋書館Ŵ体育館等ᲣƷ利便性 3.532

ż旧鏡町Ž

1ˮ 専門職員ƴよǔ行政サȸビスᲢ保健師ƴよǔ保健指ݰƳƲᲣ 3.328

2ˮ 子育Ư支援 3.321

3ˮ 窓口サȸビスᲢ利便性ȷ相談等ǁƷ対応Უ 3.314

ż旧東陽村Ž

1ˮ 防災Ʒ体制ȷ対策 3.500

2ˮ 行政ƔǒƷ情報提供 3.375

3ˮ ᨦƕい者Ტ児Უ福祉サȸビス 3.364

ż旧泉村Ž

1ˮ 小学校ȷ中学校等Ʒ教育環境 3.545

2ˮ 子育Ư支援 3.500

3ˮ ᢊ路や上ɦ水ᢊ等Ʒ整備 3.286
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Ფ࠯均スコǢ＝ƱƯǋ良くƳƬた５点Ŵ少し良くƳƬたᲮ点Ŵ変わǒƳい３点Ŵ 

少し悪くƳƬたᲬ点ŴƱƯǋ悪くƳƬた１点ƱしƯ集計した回答Ʒ࠯均値 

 

△悪く↙った↱の 

ż旧八代市Ž

1ˮ 地域Ʒ活気ȷƴƗわい 2.519

2ˮ π共料᣿Ʒ᝟担Ტ使用料ȷ手数料等Უ 2.689

3ˮ 産業振興ȷᨽ用対策 2.784

ż旧坂本村Ž

1ˮ 地域Ʒ活気ȷƴƗわい 2.171

2ˮ 日常的Ƴᝰい物環境 2.279

3ˮ π共料᣿Ʒ᝟担Ტ使用料ȷ手数料等Უ 2.385

ż旧千ɠ町Ž

1ˮ 行政ƔǒƷ補助᣿ȷ助成᣿ƴよǔ支援 2.528

2ˮ π共料᣿Ʒ᝟担Ტ使用料ȷ手数料等Უ 2.619

3ˮ 地域Ʒ活気ȷƴƗわい 2.685

ż旧鏡町Ž

1ˮ 地域Ʒ活気ȷƴƗわい 2.458

2ˮ π共料᣿Ʒ᝟担Ტ使用料ȷ手数料等Უ 2.531

3ˮ コȟュȋȆǣᲢ集落ᲣƷ絆ȷƭƳƕǓ 2.637

ż旧東陽村Ž

1ˮ π共料᣿Ʒ᝟担Ტ使用料ȷ手数料等Უ 2.222

2ˮ 日常的Ƴᝰい物環境 2.300

3ˮ 産業振興ȷᨽ用対策 2.500

ż旧泉村Ž

1ˮ 地域Ʒ活気ȷƴƗわい 1.938

2ˮ 路線ȐスŴʈ合ǿクシȸ等Ʒπ共交通Ʒ利便性 2.235

3ˮ π共料᣿Ʒ᝟担Ტ使用料ȷ手数料等Უ 2.455
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ℵ 回答者属性別の結果 

ž良くƳƬたǋƷſƱž悪くƳƬたǋƷſƴƭいƯŴ࠯均スコǢƴよǔ性別ȷ࠰齢ȷ

職業ȷ居˰地域別Ʒ結果Ƹ以ɦƷƱおǓưすŵ 

男 女

20

歳
代
以
ୗ

30

歳
代

40

歳
代

50

歳
代

60

歳
代

70

歳
代

80

歳
以
ୖ

窓口サ࣮ビࢫ㸦利便性࣭相談等への対
応㸧

3.374 3.424 3.326 3.225 3.140 3.100 3.225 3.412 3.564 3.598

専門職員ࡿࡼ࡟行政サ࣮ビࢫ(保健師
㸧࡝࡞保健指ᑟࡿࡼ࡟

3.371 3.386 3.349 3.281 3.415 3.132 3.235 3.369 3.500 3.547

行政࠿らの情報提供 3.316 3.331 3.302 3.429 3.193 3.326 3.225 3.257 3.462 3.314

子育࡚支援 3.358 3.262 3.439 3.519 3.472 3.416 3.260 3.242 3.379 3.468

高齢者福祉サ࣮ビࢫ 3.351 3.304 3.378 3.742 3.395 3.141 3.184 3.276 3.463 3.446

障ࡀい者㸦児㸧福祉サ࣮ビࢫ 3.241 3.225 3.254 3.269 3.250 3.096 3.038 3.302 3.343 3.290

小学校࣭中学校等の教育環境 3.147 3.189 3.108 3.441 3.149 3.056 2.885 3.069 3.306 3.392

路線バࠊࢫ乗合タク࣮ࢩ等のබ共交通
の利便性

2.909 2.997 2.836 3.265 3.033 3.045 2.808 2.816 2.909 2.844

産業振興࣭㞠用対策 2.757 2.795 2.728 2.919 2.755 2.846 2.592 2.750 2.742 2.869

観光振興 3.027 2.981 3.059 3.070 3.197 3.111 2.952 2.967 3.000 3.058

地域の࢖メ࣮ࢪや知名度 3.010 2.939 3.067 3.319 3.190 2.978 2.927 2.898 3.092 2.988

බ共施設㸦図書館ࠊ体育館等㸧の利便
性

3.203 3.168 3.231 3.289 3.313 3.268 3.104 3.038 3.333 3.313

道路やୖୗ水道等の整備 3.269 3.248 3.285 3.489 3.350 3.180 3.140 3.164 3.428 3.323

行㈈政の効率化㸦職員削減やබ共施設
の統廃合࡝࡞㸧

3.018 3.069 2.970 3.139 3.111 2.944 2.878 3.030 3.075 3.033

防災の体制࣭対策 3.282 3.257 3.300 3.333 3.339 3.047 3.225 3.219 3.460 3.356

地域の活気࣭࡟ぎわい 2.501 2.465 2.524 2.553 2.514 2.510 2.493 2.472 2.477 2.588

コ࣑ュニテ࢕㸦㞟落㸧の絆࣭ࡾࡀ࡞ࡘ 2.793 2.764 2.817 2.837 2.606 2.717 2.654 2.815 2.886 2.979

住民主体の取ࡾ組ࡳ㸦市民主体の࢖ベ
ントࠊ自治会࣭㹌㹎㹍の活動等㸧

3.022 2.972 3.068 3.143 2.844 3.000 3.000 2.947 3.160 3.067

行政への市民意見の反映㸦地域要望制度ࠊ

市長テ࣮࣐ト࣮クࠊ市長への手紙ࠊ市議会࡝࡞㸧
2.927 2.892 2.956 2.833 2.761 3.014 2.901 2.833 3.035 3.082

地域のࡲち࡙ࡾࡃ活動への支援 2.972 2.915 3.018 2.944 2.761 2.847 2.971 2.891 3.142 3.147

බ共料金の負担㸦使用料࣭手数料等㸧 2.637 2.603 2.669 2.675 2.400 2.524 2.516 2.650 2.774 2.822

行政࠿らの補助金࣭助成金ࡿࡼ࡟支援 2.856 2.790 2.913 2.806 2.706 2.671 2.776 2.794 3.039 3.111

地域の伝統文化の保存࣭継ᢎへの支援 3.112 3.035 3.176 3.256 2.915 3.086 3.090 3.051 3.176 3.235

日常的࡞買い物環境 2.941 2.945 2.939 3.245 3.076 3.092 2.818 2.866 2.933 2.905

市主催の࢖ベント࣭行事 3.082 3.053 3.106 3.213 3.054 3.047 2.984 3.021 3.203 3.150

地域࡛生活や活動をし࡚いࡃこ࡜の安
心感や期待感

2.936 2.938 2.934 2.978 2.889 2.777 2.782 2.928 3.096 3.087

地域間の連携࣭交流 2.944 2.961 2.929 3.095 2.909 2.884 2.865 2.857 3.103 2.988

項目

性　　別 年　　齢　　別

全
体
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赤＝良くƳƬたǋƷŴ青＝悪くƳƬたǋƷᲢ色Ʒ濃淡ƴよǓそƷ程度を表しますᲣ 

会
社
員
等

自
営
࣭

会
社
役
員

農
林
水
産
業

ࣃ
ー

ト
࣭

࢔
ル
バ
࢖
ト

主
婦
协

夫
卐

無
職

そ
の
他

旧
ඵ
代
市

旧
坂
本
村

旧
千
丁
町

旧
鏡
町

旧
東
陽
村

旧
泉
村

3.197 3.241 3.500 3.250 3.470 3.492 3.481 3.402 3.341 3.292 3.314 3.211 2.929

3.183 3.318 3.423 3.235 3.444 3.481 3.444 3.421 3.314 3.326 3.328 3.000 2.571

3.295 3.210 3.354 3.202 3.366 3.352 3.396 3.299 3.378 3.452 3.310 3.375 3.214

3.325 3.111 3.475 3.521 3.355 3.350 3.364 3.375 3.111 3.424 3.321 3.182 3.500

3.196 3.016 3.469 3.349 3.515 3.393 3.545 3.371 3.175 3.583 3.233 3.167 3.167

3.103 3.106 3.385 3.180 3.300 3.327 3.235 3.265 3.036 3.257 3.115 3.364 3.100

3.088 3.000 3.244 2.906 3.103 3.280 3.333 3.179 3.129 3.273 2.786 3.182 3.545

3.014 2.829 2.942 2.922 2.842 2.846 3.000 2.984 2.386 3.116 2.700 2.750 2.235

2.767 2.677 2.761 2.803 2.663 2.743 2.881 2.784 2.548 2.789 2.662 2.500 2.636

3.043 2.814 3.000 3.183 3.065 2.972 3.125 3.036 2.879 3.220 2.955 3.077 2.667

2.975 2.688 3.000 3.238 3.099 2.954 3.204 2.996 2.872 3.292 3.024 3.125 2.667

3.200 3.000 3.059 3.308 3.161 3.259 3.315 3.207 2.571 3.532 3.256 2.923 3.267

3.176 3.133 3.105 3.356 3.350 3.321 3.345 3.275 3.095 3.519 3.121 3.333 3.286

3.032 2.758 3.106 2.831 3.113 3.108 2.951 3.007 2.912 3.114 3.043 3.308 2.917

3.188 3.197 3.423 3.213 3.303 3.347 3.255 3.272 3.100 3.548 3.302 3.500 2.833

2.527 2.357 2.500 2.535 2.492 2.508 2.559 2.519 2.171 2.685 2.458 2.737 1.938

2.694 2.588 2.810 2.758 2.872 2.905 2.712 2.807 2.744 2.943 2.637 2.950 2.688

2.966 2.828 2.913 3.104 3.065 3.112 3.000 3.086 2.676 3.047 2.875 2.875 2.769

2.951 2.823 2.913 2.873 3.014 2.939 2.900 2.940 2.853 3.179 2.719 2.923 2.889

2.808 2.953 2.878 3.015 3.043 3.011 3.128 3.033 2.571 2.921 2.764 3.167 2.833

2.586 2.481 2.745 2.524 2.773 2.701 2.543 2.689 2.385 2.619 2.531 2.222 2.455

2.632 2.717 2.920 2.836 3.115 2.902 2.973 2.937 2.500 2.528 2.733 2.667 2.545

3.008 3.113 2.979 3.121 3.279 3.108 3.167 3.189 2.750 3.026 2.826 3.000 3.000

2.959 2.647 2.898 3.158 3.039 2.877 2.966 2.947 2.279 3.127 3.198 2.300 2.875

3.020 2.849 2.943 3.176 3.150 3.126 3.235 3.116 2.868 3.133 2.987 3.000 2.750

2.850 2.692 3.019 2.948 3.009 3.004 3.000 2.937 2.622 3.077 3.024 2.813 2.875

2.883 2.808 2.811 3.037 2.991 3.005 2.980 2.956 2.838 3.022 2.914 2.944 2.714

職　　業　　別 居　住　地　域　別　
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≜ ま↗↰ 

 

本市Ʒ市ထ஭合併ƴƭいƯƸŴĬ高齢化社会ư多様化Ƣǔ行政ニȸǺǁƷݣ応Ŵ 

ĭ行ᝠ政運営Ʒ効率化Ʊؕ盤強化ŴĮ広域的Ƴ観点ƔǒƷǇƪƮƘǓᲤを合併Ʒ意義

Ტ期待ƞǕǔ効果ᲣƱƠƯ実現ƞǕǇƠƨŵ 

ƜǕǒƷ合併Ʒ意義を視点ƱƠƯ､合併Ʒ効果を検証ƢǔƱƱǋƴŴ課題を整理Ƣ

ǔƜƱƴǑǓ総括ƠǇƢŵ 

 

Ფ新市Ʒ方向性Ʊؕ礎を築ƘƨǊƴ策定ƞǕƨž新市建設計ဒſᲢ࠯成 ࠰17 3உο

代地域市ထ஭合併協議会ᲣƴƓいƯŴž合併Ʒ意義Ʊ効果ſƴ掲ƛǒǕƨᲭ項目 

 

Ĭ高齢化社会ư多様化Ƣǔ行政ニȸǺǁƷݣ応 

  地方分権時代ƴ即Ơƨ専門職や技術職Ʒ配置や人஬育成を進ǊǔƜƱƴǑ

ƬƯŴ急速ƴ進展Ƣǔ少子高齢化ƴ伴い多様化Ƣǔ行政ニȸǺǁƷݣ応や福祉

Ʒ充実Ŵ˰民Ʒ視点ƴ立Ƭƨ質Ʒ高いサȸビǹƷ提供を進ǊƯいƘƜƱƕ可能

ƱƳǓǇƢŵ 

 

ĭ行ᝠ政運営Ʒ効率化Ʊؕ盤強化 

   特別職や一般職Ʒ計ဒ的削減や行政経費Ʒ節減を行ƬƯ行ᝠ政運営を効率

化ƠŴ行ᝠ政ؕ盤を強化ƢǔƜƱƴǑǓŴ行政サȸビǹƷ維持ȷ向ɥƕ可能Ʊ

ƳǓǇƢŵ 

 

Į広域的Ƴ観点ƔǒƷǇƪƮƘǓ 

   人ȷ自然ȷ産業ȷ交通ؕ盤ƳƲ多様Ƴ資源を持ƭο代地域ưƷ合併を進Ǌǔ

ƜƱƴǑǓŴƜǕǇư各市ထ஭ưؔわǕƨǇƪƮƘǓƕ広域的Ƴ観点ư展開ư

ƖǔǑうƴƳǓŴƞǒƴƸ合併ƴ伴うᝠ政支援措置を活用Ơƨ重点的Ƴ投資を

行うƜƱưŴ地域Ʒ活力Ʒ充実やǤȡȸǸǢッȗŴ環境問題Ŵ観ή振興ƳƲƷ

施策ƴӕǓ組ǉƜƱƕ可能ƱƳǓǇƢŵ 
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≋≔≌合併の効果 

Ტ○=効果ƕあƬƨ △=効果ƕ不十分Ŵ問題ƕあǔᲣ 

 

Ⅎ高齢化社会↖多様化す↺行政ニ∞⇠への対応 

 

○ 行政サȸビǹ 

行政ニȸǺǁƷݣ応ƱƠƯ実施Ƣǔ各種行政サȸビǹƴƭいƯƸŴ市民意識調査

ƴƓいƯŴ良ƘƳƬƨǋƷƱƠƯž高齢者福祉サȸビǹſやž子育Ư支援ſƷ評価

ƕ高ƘŴ福祉Ʒ充実ƕ׋ǒǕƨƜƱを市民ƕ実感ƞǕƯいǔƜƱƕ分ƔǓǇƢŵ 

ǇƨŴž窓口サȸビǹᲢ利便性ȷ相談等ǁƷݣ応Უſやž専門職員ƴǑǔ行政サȸ

ビǹᲢ保健師ƴǑǔ保健指ݰƳƲᲣſƴݣƢǔ市民Ʒ評価ƕ高いƜƱƔǒŴ職員Ʒݣ

応や行政サȸビǹƷ質Ʒ向ɥƴƭいƯǋ一定Ʒ評価をいƨƩいƯいǔǋƷƱ考え

ǒǕǇƢŵ 

ƦƷほƔŴž行政ƔǒƷ情報提供ſƴƭいƯǋ評価ƕ高ƘŴ市報をƸơǊŴțȸȠ

ȚȸǸŴȩǸオŴǱȸȖȫテȬビŴǿウンᛏ等ƞǇƟǇƳ媒体を通ơƯƷ情報発信

を評価ƞǕƯいǔƜƱƕ伺えǇƢŵ 

 

△ π共料᣿等Ʒ᝟担 

π共料᣿等Ʒ᝟担ƴƭいƯƸŴ合併前ǑǓ悪ƘƳƬƨƱ考えǒǕǔ市民ƕ多ƘŴ

実ᨥƴʼ護保険料やɦ水道料᣿等Ʒπ共料᣿等Ƹɥ昇傾向ƴあǓǇƢŵ 

ƜǕƸŴ独立採算ŴӖ益者᝟担を原則ƱƢǔπ共料᣿等ƴƭいƯŴ高齢化ƴǑǔ

給付Ʒ増大や人口減少ƴǑǔ᝟担者Ʒ減少ƳƲƴǑǓŴ᝟担ƱӖ益Ʒバȩンǹƕ変

化ƠƨƜƱƕ大ƖƳ要因ưあǔƱ考えǒǕǇƢŵ 

 

 

ℳ行ᝠ政運営の効率化↗基Ⴔ強化 

  

○ 行政体制 

  行政体制ƴƭいƯƸŴ合併時ƴ特別常勤職や議員定数ƕ大幅ƴ削減ƞǕƨƜƱƴ

加えŴ合併ƴǑǓ得ǒǕǔ規模ਘ大Ʒ利点を活ƔƢƱƱǋƴŴ業務Ʒ民間委託や指

定管理者制度Ʒݰ入Ŵ非常勤職員等Ʒ活用を進ǊƨƜƱƴǑǓŴ一般職Ʒ職員数ƕ

削減ƞǕŴ体制ƷǹȪȠ化ƕ׋ǒǕǇƠƨŵ 

 

○ ᝠ政 

  ᝠ政ƴƭいƯƸŴ合併時ƴ比ǂŴ行政体制ƷǹȪȠ化等ƴǑǔ歳出削減やŴ市税

Ʒ徴ӓ率向ɥƴǑǔ歳入確保等Ʒݣ策ƴǑǓŴؕ᣿残高Ƹ増加ƠŴ市債残高Ƹ減少

ƠƯいǇƢŵǇƨŴᝠ政Ʒ健全度を測ǔᝠ政指標Ƹ改善ƠƯいǔ状況ưƢŵ 

  ƠƔƠŴʻ後Ŵ熊本地震ƔǒƷ復旧ȷ復興ʙ業やŴ増加Ƣǔ社会保ᨦ費等Ʒᝠ源

を確保ƢǔƨǊƴƸŴ改ǊƯ優έʙ項を整理ƠŴ行政サȸビǹを永続的ƴ展開ưƖ

ǔǑうŴ無駄を徹底ƠƯ排除ƠƯいƘ必要ƕあǓǇƢŵ 
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ℴ広域的↙観点か↸のまちづく↹ 

 

○ 合併支援措置Ʒ活用 

国Ʒ合併支援措置ưあǔž市ထ஭合併推進体制整備費補я᣿ſ及びž合併特例債ſ

ƴƭいƯƸŴ償還᣿等Ʒ将来᝟担を適正ƴ見積ǋǓƭƭǋ可能Ƴ範׊ư最大限Ʒ活

用を׋ǓŴ広域的Ƴ観点ƔǒƷǇƪƮƘǓƴ必要ƱƳǔ各種計ဒ策定Ŵ幹線整備Ŵ

観ή物産施設整備Ŵ防災行政無線整備ƳƲƴஊ効活用ƠƯいǇƢŵ 

 

△ 社会資本整備 

社会資本整備ƴƭいƯƸŴ市民意識調査ƴƓいƯŴ良ƘƳƬƨǋƷƱƠƯž道路

やɥɦ水道等Ʒ整備ſƕ挙ƛǒǕƯƓǓŴ道路ȷɥɦ水道整備Ŵ学校施設Ʒ耐震化

ƳƲƜǕǇưƷӕ組ǈƴ関ƠƯƸŴ一定Ʒ評価をいƨƩいƯいǔǋƷƱ考えǒǕǇ

Ƣŵ 

  ƠƔƠŴπ共施設Ტ建築物ᲣƴƭいƯƸŴƦƷ約７割ƕ築 以ɥ経過ƠƯƓ࠰30

ǓŴʻ後Ŵ老朽化ƴ伴う更新費用ƕ現נƷᲬ倍以ɥƴ膨ǒǉ見通ƠưあǓŴ将来Ʒ

ᝠ政をן迫ƢǔƜƱƕ懸念ƞǕǔƜƱƔǒŴ現状を維持ƢǔƜƱƕ困難Ƴ状況ưƢŵ 

 

 △ 地域Ʒ活気ȷƴƗわい 

  ž地域Ʒ活気ȷƴƗわいſƴƭいƯƸŴ市民意識調査ƴƓいƯŴ合併後悪ƘƳƬ

ƨǋƷƱƠƯ最ɥˮƷ項目ƱƳƬƯいǇƢŵ 

地域別ưƸŴ市Ʒ中心部ȷ周辺部ƴƔƔわǒƣɥˮƴˮ置ƠƯいǔƜƱƔǒŴ景

気˯迷Ʒ影響ƴǑǔƜƱƕ考えǒǕǇƢƕŴ人口減少ƕ著Ơい坂本校区や泉校区ƴ

ƓいƯ特ƴ評価ƕ˯いƜƱƔǒŴ地域Ʒ人口減少ƕ大ƖƘ影響ƠƯいǔƱ考えǒǕ

ǇƢŵ 

人口減少Ʒ大ƖƳ要因ƱƠƯƸ若࠰層Ʒ人口流出ƕあǓŴ10 歳代後半Ɣǒ 20

歳代前半Ʒ間ƴŴ就職等ưᲭ人ƴᲫ人ƕ市外ǁ転出ƠƯいǔƜƱƕ推測ƞǕǇƢŵ 

ǇƨŴ市民意識調査ƴƓいƯƸŴ合併後悪ƘƳƬƨǋƷƱƠƯžコȟュニテǣᲢ集

落ᲣƷ絆ȷƭƳƕǓſƕɥˮƴˮ置ƠƯƓǓŴ多ƘƷ市民ƕ地域コȟュニテǣƷ希

薄化を感ơǒǕƯいǔ状況ƴあǓǇƢŵ 

ƜƷ人口減少ƱコȟュニテǣƷ希薄化ƕ地域Ʒ活気ȷƴƗわいƷ˯ɦƴ繋ƕƬƯ

いǔǋƷƱ考えǒǕǇƢŵ 
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≋≕≌課᫆の整理 

  

 合併効果Ʒ検証ƴƓƚǔ課題を整理ƢǔƱŴ主ƳǋƷƱƠƯ以ɦƷᲭƭƷ課題ƕ表

出ƠǇƢŵ 

 

 

■課᫆≔ π共料᣿等の᝟担増 

 

 

 

■課᫆≕ π共施設等の更新費用増加 

 

 

 

■課᫆≖ 地域の活気∝↚ⅽわいの˯ɦ 

 

  

Ƃ課題ƃ 

合併後Ŵπ共料᣿等ƕɥ昇傾向ƴあǓŴ市民Ʒ᝟担感ƕ増ƠƯいǔŵ 

Ƃ主Ƴ原因ƃ 

ȷ人口減少や高齢化ƴǑǔ᝟担ƱӖ益Ʒバȩンǹ変化 

Ƃ課題ƃ 

合併前ƴ旧市ထ஭ƕƦǕƧǕƴ建設Ơƨπ共施設Ʒ老朽化ƕ進ǈŴ 

将来Ʒ施設更新費用ƕŴᝠ政をן迫Ƣǔ可能性ƕ大Ɩいŵ 

Ƃ主Ƴ原因ƃ 

ȷπ共施設Ʒ建設時期Ʒ集中 

   ȷ高齢化ƴǑǔ社会保ᨦ費Ʒ増加ƴ伴う建設ʙ業費Ʒ減少 

Ƃ課題ƃ 

  合併後Ŵ全市的ƴ地域Ʒ活気ȷƴƗわいƕ˯ɦƠƯいǔŵ 

Ƃ主Ƴ原因ƃ 

ȷ人口減少Ŵ高齢化及びƦǕƴ伴う地域経済規模Ʒ縮ݱ 

ȷ就職や進学ƴǑǔ若࠰層Ʒ人口流出 

ȷ地域コȟュニテǣƷ希薄化 
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≋≖≌ʻ後の方向性 

  

 ʻ回Ʒ検証を通ƠƯŴ行政サȸビǹƷ質的向ɥや行ᝠ政運営Ʒ効率化等を確ᛐƢǔ

ƜƱƕưƖǇƠƨƕŴ市ထ஭合併ƴ関Ƣǔ市民Ʒ評価ƴƭいƯƸŴ一定Ʒ評価をいƨ

Ʃいƨ項目ǋあǕƹŴ評価いƨƩƚƳƔƬƨ項目ǋあǓŴ全体的Ƴ評価Ƹʚ分ƠƯい

ǔ状況ƴあǓǇƢŵ 

 検証ƴƓいƯ整理Ơƨ課題ƴƭいƯƸŴ人口減少や高齢化Ŵ若者流出ƳƲƴ起因Ƣ

ǔǋƷƕ目立ƪǇƠƨŵ 

課題ᲫƷžπ共料᣿等Ʒ᝟担増ſƴƭいƯƸŴ合併後Ŵ人口減少や高齢化ƴǑǔ᝟

担ƱӖ益Ʒバȩンǹƕ変化ƠƨƜƱƴ起因ƠƯŴπ共料᣿等ƕɥ昇傾向ƴあǓŴ市民

Ʒ᝟担感ƕ増ƠƯいǔƱいうǋƷưƢŵ 

ƜƷ課題ƴݣ応ƢǔƨǊƴƸŴž᝟担Ტ料᣿Უを抑えƯŴӖ益ᲢサȸビǹᲣǋɦƛǔſ

Ʊいう考え方やŴžӖ益者ᲢサȸビǹをӖƚǔ人Უ以外ƴǋ᝟担Ტ税᣿Უを求ǊŴӖ益

ᲢサȸビǹᲣを維持ƢǔſƱいう考え方ƳƲƕあǓŴ᝟担ƱӖ益ƷあǓ方Ʒ検討ƕ必

要ưƢŵ 

課題ᲬƷžπ共施設等Ʒ更新費用増加ſƴƭいƯƸŴ合併前Ʒ旧市ထ஭ƕƦǕƧǕ

ƴ同時期ƴ建設Ơƨπ共施設Ʒ老朽化ƕ進ǈŴǇƨŴ高齢化ƴǑǔ社会保ᨦ費Ʒ増加

ƴ伴う建設ʙ業費Ʒ減少ƳƲƔǒŴ将来Ʒ施設更新費用ƕᝠ政をן迫Ƣǔ可能性ƕあ

ǔƱいうǋƷưƢŵ 

ƜƷ課題ƴݣƠƯƸŴπ共施設Ʒ新規整備Ʒ抑制Ŵ既存施設Ʒ見直ƠᲢ複合化Ŵ縮

減ᲣŴ施設Ʒ長ݤ命化Ŵ民間活力Ʒ活用ƴǑǔ管理運営手法Ʒݰ入ƳƲƴǑǓŴ施設Ʒ

維持管理ȷ更新費用Ʒן縮ƕ必要ưƢŵ 

課題ᲭƷž地域Ʒ活気ȷƴƗわいƷ˯ɦſƴƭいƯƸŴ人口減少ƴ伴う地域経済規

模Ʒ縮ݱや若࠰層Ʒ人口流出Ŵ加えƯŴ地域コȟュニテǣƷ希薄化ƳƲƔǒŴ全市的

ƴ地域Ʒ活気ȷƴƗわいƕ˯ɦƠƯいǔƱいうǋƷưƢŵ 

ƜƷ課題ǁƷݣ応ƴƭいƯƸŴ農林水産物Ʒ輸出増加や海外ǯȫȸǺ船寄港ƴ伴う

Ǥンバウンド需要ƷӕǓ込ǈ等ƴǑǔ地域経済Ʒ活性化Ŵ企業Ʊ若者ƷȞッチンǰ等

ƴǑǔ若者Ʒ市内定着率向ɥƳƲを進ǊƯいƘ必要ƕあǓǇƢŵ 

ǇƨŴ࠯成 ࠰26 4உƴ市内全地域ưƷ地域協議会Ʒ設立ƕ完了ƠŴ࠯成 ࠰29 4

உƴ地域活動Ʒਗ点ƱƠƯコȟュニテǣǻンǿȸƕ設置ƞǕƨƜƱを契機ƱƠƯŴ合

併後Ɣǒ進ǊƯƖƨ˰民自治ƴǑǔǇƪƮƘǓを更ƴ進ǊŴ自治力を高ǊƯいƘƜƱ

ƕ地域コȟュニテǣƷ活性化ƴ繋ƕǓŴ地域Ʒ活気ȷƴƗわいƷ創出ƴஊ効ưあǔƱ

考えǇƢŵ 

 

本報告書ưӕǓǇƱǊƨ課題及びʻ後Ʒ方向性ƴƭいƯƸŴ࠯成ᲬᲳ࠰度ƴ策定Ƣ

ǔ本市Ʒ最ɥˮ計ဒž第ʚ次ο代市総合計ဒſᲢ計ဒ期間Ჴ࠯成ᲭᲪ࠰度～ᲣƴƓいƯ

Ӓ映ƞƤǔƜƱƱƠƯいǇƢŵǇƨŴ計ဒƷ策定及び実行ƴあƨƬƯƸŴ合併ƔǒƷ

ƜƷᲫᲪ࠰Ʒ歩ǈをǋƱƴŴ市民Ʒ意見をƖǊ細やƔƴӒ映ƠƳƕǒŴ将来ƴわƨǓ

市民ƕ合併効果を実感ưƖǔǑうŴ魅力あǔǇƪƮƘǓƴѐǊƯǇいǓǇƢŵ 
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付属資料 

 

≋≔≌検証の経過 

 

時期 会議等 内容 

 

 7உ31日࠰成28࠯

 

 

 

 

成࠯ ࠰28 9உ 1日 

～１Ჰ日 

 

 

 1உ28日࠰成29࠯

 

 

 

 

 

 

 3உ25日࠰成29࠯

 

 

 

 4உ25日࠰成29࠯

 

 

 

成࠯ ࠰29 5உ 2日 

 

 

 

 

第 1回八代市地域ƮくǓ会議 

  

  

 

 

市民意識調査 

  

 

 

第Წ回八代市地域ƮくǓ会議 

 

 

 

 

 

 

第３回八代市地域ƮくǓ会議 

 

 

 

八代市地域ƮくǓ会議会長 

 

 

 

市長決裁 

 

 

Ტ意見聴ӕʙ᪮Უ 

市町村合併検証ƴƭいƯ 

ȷ検証᪮目ƴƭいƯ 

ȷ市民ǢンケȸȈ᪮目ƴƭいƯ 

 

市町村合併前後Ʒ変化やそƷ評価

ƴƭいƯŴ市民を対象ƱしたǢンケ

ȸȈ調査を実施 

 

Ტ意見聴ӕʙ᪮Უ 

市町村合併検証報告書Ტ素案Უƴƭ

いƯ 

ȷ合併Ʒ効果ƴƭいƯ 

ȷ課᫆Ʊʻ後Ʒ対応ƴƭいƯ 

ȷ報告書ȬǤǢǦȈ等ƴƭいƯ 

 

Ტ意見聴ӕʙ᪮Უ 

市町村合併検証報告書Ტ修ദ案Უ及

び概要版Ტ案ᲣƴƭいƯ 

 

Ტ確認ʙ᪮Უ 

市町村合併検証報告書Ტ再修ദ案Უ

及び概要版Ტ修ദ案Უ 

 

Ტ決裁ʙ᪮Უ 

ȷ市町村合併検証報告書 

ȷ市町村合併検証報告書概要版 
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≋≕≌ο代市地域づく↹会議 委員名簿 

 

役職 氏Ӹ 

会長 德 田 武 治 

副会長 奥 村 英 子 

委員 ʟ 山 さ お Ǔ 

委員 岩 崎 ࠋ 見 子 

委員 上 田 貴 久 

委員 上 原 陽 子 

委員 大 倉  誠 

委員 大 林  凌 

委員 荻  直 美 

委員 木 村 博  ࠳

委員 黒 木 亮 太 

委員 桑 原 淳 Ӯ 

委員 坂 本 桃 子 

委員 作 田 大 輔 

委員 猿 渡 ή 次 

委員 ౢ 葉 広 子 

委員 白 石 秀 寛 

委員 白 石 安 記 

委員 園 田 悦 子 

委員 高 尾 昇 ʚ 

委員 塚 本 佳 代 

委員 寺 田 π 子 

委員 後 村 新 一 

委員 深 田 剛 大 

委員 松 本 啓 ˲ 

委員 水 上 順 子 

委員 ɤ 好 陽 子 

委員 山 方 信 介 

委員 山 本 衣 ׋ 穂 

委員 Ӵ ʟ 一 利 

Ტ会長Ŵ副会長以外Ʒ委員ƴƭいƯƸ五十音順Უ     
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≋≖≌ο代市地域づく↹会議 設置要綱 

 

Ტ設置Უ 

第１条 市民Ʒ意見をƖめኬやƔƴ市政ƴӒ映すǔこƱƴよǓŴ市域全体Ʒ一体性を

基底Ʊすǔ個性豊ƔƳ地域ƮくǓƷ推進ƴ資すǔためŴ八代市地域ƮくǓ会議Ტ以

ɦž地域ƮくǓ会議ſƱいうŵᲣを設置すǔŵ 

Ტ所掌ʙ務Უ 

第Წ条 地域ƮくǓ会議ƸŴ地域ƮくǓƷ推進Ʒためƴ市長ƕ必要Ʊ認めǔʙ᪮ƴƭ

いƯ協議しŴそƷ結果を市長ƴ提言すǔǋƷƱすǔŵ 

Წ 地域ƮくǓ会議ƸŴ次ƴ掲ƛǔʙ᪮ƴƭいƯ市長ƴ意見を述ǂǔこƱƕưƖǔŵ 

Ტ１Უ市町村合併Ʒ検証ƴ関すǔʙ᪮ 

ᲢᲬᲣ地域ƴ係ǔ施策及び課᫆ƴ関すǔʙ᪮ 

Ტ３ᲣそƷ他地域ƮくǓ会議ƕ必要Ʊ認めǔʙ᪮ 

Ტ組織Უ 

第３条 地域ƮくǓ会議ƸŴ委員３Ც人以内をǋƬƯ組織すǔŵ 

Წ 委員ƸŴ市内ƴ˰所をஊすǔ者ƷうちƔǒŴ地域Ŵ࠰齢Ŵ性別等ƴ偏ǓƕƳいよ

う配慮しŴ市長ƕ委嘱すǔŵ 

３ 地域ƮくǓ会議ƸŴ必要ƴ応ơƯ特定Ʒʙ᪮ƴƭいƯ調査しŴ及び研究すǔため

Ў科会を設置すǔこƱƕưƖǔŵ 

Ტ任期等Უ 

第Ხ条 委員Ʒ任期ƸŴ市長ƕ委嘱した日Ɣǒ翌࠰度Ʒ３உ３１日まưƱしŴ再任を

妨ƛƳいŵたƩしŴ補എƷ委員Ʒ任期ƸŴ前任者Ʒ残任期間Ʊすǔŵ 

Წ 委員ƸŴ市内ƴ˰所をஊしƳくƳƬたƱƖƸŴそƷ職を失うŵ 

Ტ会長及び副会長Უ 

第５条 地域ƮくǓ会議ƴ会長及び副会長１人を置くŵ 

Წ 会長及び副会長ƸŴ委員Ʒ互選ƴよǓこǕを定めǔŵ 

３ 会長ƸŴ会務を総理しŴ地域ƮくǓ会議を代表すǔŵ 

Ხ 副会長ƸŴ会長を補˱しŴ会長ƴʙ故ƕあǔƱƖŴ又Ƹ会長ƕഎけたƱƖƸŴそ

Ʒ職務を代理すǔŵ 

Ტ会議Ʒ招集Უ 

第Ჰ条 地域ƮくǓ会議Ʒ会議ƸŴ会長ƕ招集すǔŵ 

Წ 地域ƮくǓ会議Ʒ会議ƸŴ委員Ʒ半数以上ƕ出席しƳけǕƹ開くこƱƕưƖƳいŵ 

ᲢそƷ他Უ 

第７条 こƷ告示ƴ定めǔǋƷƷほƔŴ地域ƮくǓ会議Ʒ運営ƴ関し必要Ƴʙ᪮ƸŴ

市長ƕ別ƴ定めǔŵ 

附 則 

こƷ告示ƸŴ࠯成ᲬᲲ࠰Ხஉ１日Ɣǒ施行すǔŵ 
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